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 Ⅰ 背景及び検討の経緯 

 
１．科学技術・学術審議会学術分科会研究費部会における検討 

○ 現在、がん、ゲノム、脳の生命科学系３分野（以下「３分野」という。）に係る

「特定領域研究」については、３分野に係るいわゆる「ミレニアム・プロジェク

ト」を受けた形で、平成１６年度から６か年の研究期間で、他の「特定領域研究」

とは別に予算枠を定め、重点的に支援されているところであるが、３分野の「特

定領域研究」は、平成２１年度末で終了する予定となっている。 
 ○ 一方、科学技術・学術審議会学術分科会研究費部会（以下「研究費部会」とい

う。）において「研究分野の特性に応じた助成の在り方」に関する議論がなされ、

その過程で、３分野のこれまでの成果及び今後の支援の在り方については、研究

費部会の下に「ライフサイエンス作業部会」を設置して検討を行うこととされた。

同作業部会においては、平成２０年３月から平成２０年６月まで計６回にわたっ

て検討が行われ、その結果については研究費部会に報告されている。そして、そ

の報告内容については、平成２０年７月、「科学研究費補助金において当面講ずべ

き施策の方向性について（研究費部会「審議のまとめ（その２）」）」の一部として

とりまとめられた。 
報告の概要は次のとおりである。 

 
 （生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳）への支援の在り方／３分野の今後の支援策） 
 
○ ３分野に対する「特定領域研究」による重点的な支援には大きな成果があったものの、学術研
究の振興に当たっての考え方や科研費の目的等に鑑みれば、今後は、従来のように、領域型の研
究種目において別枠で重点的に助成を行うのではなく、基本的には、他の分野と同様の取扱いの
中で、優れた研究課題や領域に対して助成を行っていくべきである。 

 
○ ３分野が長い間、重点的・戦略的に支援されてきた経緯も踏まえ、これまでの成果を活用しつ

つ、３分野の特性に鑑みた学術的発展を支援する視点も必要であり、このような観点に立ち、支
援のための新たな仕組みを検討すべきである。 

 
○ その際、これまでの「特定領域研究」による成果を踏まえつつ、これらでサポートされてきた

研究者が「基盤研究」等において適切に支援が受けられるようにする観点から、「系・分野・分
科・細目表」（特に「総合・新領域系」の内容）の見直しを行うべきである。 

 
○ また、３分野の研究者コミュニティがこれまでのノウハウの蓄積を活かしつつ、今後とも研究

を発展させるために、従来の３分野に関する「特定領域研究」における総括班・支援班の果たし
てきた役割を何らかの形で継承し、新たに３分野を支援する仕組みを措置すべきである。 

 
○ 「仕組み」の期間については、「新学術領域研究」の期間を参考に、平成２２年度当初から、

５年間程度とし、評価を行った上で存続を検討することが必要である。 
  「仕組み」のための経費については、３分野の現在の「特定領域研究」における予算を「新学

術領域研究」に移行した上で、その一部を措置することが考えられる。措置額は、現行の３分野
における総括・支援班及びこれに類する活動の予算規模を参考に検討することが適当であり、３
分野併せて年間３０億円以内を目安とする。また、各分野への配分額は、それぞれの総括班・支
援班的活動の規模や研究支援の特性等を考慮して決定すべきである。 

 
○ 「仕組み」の制度設計及び「系・分野・分科・細目表」の見直しについては、例えば科学研究

費補助金審査部会において３分野の研究者コミュニティの意見も聞き、立案すべきである。 
 

○ その後、本報告の内容については、９月に開催された科学技術・学術審議会学

術分科会及び科学技術・学術審議会総会において報告された。 
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２．科学技術・学術審議会学術分科会科学研究費補助金審査部会における検討 

  ○ 研究費部会「審議のまとめ（その２）」における報告内容を踏まえ、８月１日に

開催された科学研究費補助金審査部会（以下「審査部会」という。）において、科

学研究費補助金（以下「科研費」という。）における「生命科学系３分野（がん、

ゲノム、脳）への支援の在り方」について審査部会で検討することが了承された。 
○ 審査部会では、新たに３分野関連研究者（科学技術・学術審議会専門委員の中

の３分野に関連する研究者）の参加を得て、前述の報告内容や３分野関連研究者

の意見も踏まえつつ「新たに３分野を支援する仕組み」の制度設計、「系・分野・

分科・細目表」の見直しについて、平成２０年１０月から平成２１年１月まで計

４回にわたって検討を行った。 
    なお、検討に当たっては、次の点について３分野関連研究者から意見を聴取し

た。 
 
○ 各分野によるこれまでの成果や国際的な研究の動向も踏まえ、当面平成２２年度から５年間程
度の間に各分野として「科研費を活用した学術研究」に期待する研究の方向性はどのようなもの
か。 

 
○ （前述の）「各分野として「科研費を活用した学術研究」に期待する研究の方向性」を踏まえ、

具体的にどのような取り組みが考えられるか（必要となるか）。 
また、「具体的な取り組み」に必要な経費（※）はそれぞれどの程度であるか。 

 
○ （前述の）「各分野として「科研費を活用した学術研究」に期待する研究の方向性」を踏まえ、

科研費の「系・分野・分科・細目表」をどのように改訂すべきか。 
 
※ 「「具体的な取り組み」に必要な経費はそれぞれどの程度であるか。」の意見聴取に当たっては、３分野
関連研究者に対し、現行の特定領域研究における「それぞれの総括班・支援班的活動の規模」をもとに算
出した経費の案を分野ごとに提示（後述する「３分野の「仕組み」の検討に当たっての経費の算出」参照）。

 
 
３．審査部会における検討に当たっての基本的考え方等 

次に掲げる基本的考え方、論点等をもとに検討を行った。 
 
  【「仕組み」の制度設計について】 

 

（基本的考え方） 

研究費部会「審議のまとめ（その２）」において、 
○ 今後は、従来のように、領域型の研究種目において別枠で重点的に助成を行う

のではなく、基本的には、他分野と同様の取扱いの中で、優れた研究課題や領域

に対して助成を行っていくべき。 
○ 従来の３分野に関する「特定領域研究」における総括班・支援班の果たしてき

た役割を何らかの形で継承し、新たに３分野を支援する仕組みを措置すべき。 
 

とされていることから、 
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 ○ 個別の研究（課題又は領域）のための資金は、基本的には、競争に基づき獲得

すること。 
○ 「仕組み」の検討に当たっては、重点的に支援する領域研究を設定するもので

はないこと。このため、現行の特定領域研究における公募研究のような研究費支

援については想定していないこと。 
 

を前提としつつ、「総括班・支援班的活動（現行の総括班・支援班を継承した機能）

及びこれに類する活動」について検討を行う。 
 

（検討に当たっての論点） 

○ 各分野における「科研費を活用した学術研究」に期待する研究の方向性を踏ま

え、「総括班・支援班的活動（現行の総括班・支援班を継承した機能）」として、

どのようなものが必要か。 
○ 各分野において「総括班・支援班的活動に類する活動」を行う場合には、どの

ような活動内容を想定すべきか。（「総括班・支援班的活動」に必要なものとして

整理できるものか、分野の特性を考慮し「類する活動」と位置づけるべき内容で

あるか 等） 
 

（３分野の「仕組み」の検討に当たっての経費の算出） 

○ 「特別な支援」の検討に当たっては、研究費部会「審議のまとめ（その２）」を

踏まえ、以下のとおり算出する。「特別な支援」の目安は、単年度当たり３分野合

計で２，３００百万円（直接経費のみ）とする。 

【参考：「（再掲）３分野の今後の支援策」】 
 

（略）「仕組み」のための経費については、３分野の現在の特定領域研究における予算を新学術領
域研究に移行した上で、その一部を措置することが考えられる。措置額は、現行の３分野におけ
る総括・支援班及びこれに類する活動の予算規模を参考に検討することが適当であり、３分野あ
わせて年間 30 億円以内を目安とする。また、各分野への配分額は、それぞれの総括班・支援班
的活動の規模や研究支援の特性等を考慮して決定すべきである。 

 

  ① 現行の３分野における総括・支援班活動の経費の推計 

    ３分野（がん５領域、ゲノム４領域、脳５領域）を構成する計画研究課題のう

ち、総括班及び支援班の研究課題について、平成１７～２０年度の４年分の研究

経費を集計。単年度当たりの平均値を算出。なお、「基盤ゲノム」領域のように領

域全体が支援活動と考えられるものもあるが、この算出に当たっては、「総括班及

び支援班の研究課題」を算出根拠として限定する。 
「がん５領域」                       ３５５．３百万円 

「ゲノム４領域」                      ７６２．４百万円 

「脳５領域」                        １８５．９百万円  

      小計                        １，３０３．５百万円 
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 ② 現行の３分野における総括・支援班に類する活動の経費の推計 

    ３分野（がん５領域、ゲノム４領域、脳５領域）を構成する計画研究課題のう

ち、「総括班及び支援班の研究課題」以外の研究課題について、平成１７～２０年

度の４年分の研究経費を集計し単年度当たりの平均値を算出。当該平均値をもと

に３分野間の構成比を算出。 
    更に、「特別な支援」の目安である２，３００百万円から①の研究経費を除し、

その金額に３分野の構成比を乗じて「総括・支援班に類する活動の経費」を推計。 
「がん５領域」    ３，０２１．６百万円（５０．４２％） ⇒ ５０２．４百万円 

「ゲノム４領域」   １，９１４．４百万円（３１．９４％） ⇒ ３１８．３百万円 

「脳５領域」     １，０５７．０百万円（１７．６４％） ⇒ １７５．８百万円 

 
 ③ 「特別な支援」の検討に当たっての経費（直接経費） 

    ①と②を合算して、検討に当たっての経費を算出。 
「がん」  ３５５．３百万円＋５０２．４百万円＝  ８５７．７百万円 ≒  ８６０百万円 

「ゲノム」 ７６２．４百万円＋３１８．３百万円＝１，０８０．７百万円 ≒１，０８０百万円 

「脳」   １８５．９百万円＋１７５．８百万円＝  ３６１．６百万円 ≒  ３６０百万円 

      計                             ２，３００百万円 

 
 
【「系・分野・分科・細目表」の見直しについて】 

 
（検討に当たっての論点） 

  ○ 既存の「系・分野・分科・細目表」において対応できないか。 
○ 既存の「系・分野・分科・細目表」において対応できない場合、各分野におけ

る「科研費を活用した学術研究」に期待する研究の方向性を踏まえ、科研費の「系・

分野・分科・細目表」をどのように改訂すべきか。（追加すべき分科又は細目はあ

るか、細目名の変更が必要か、キーワードのみ追加するものであるか 等） 
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Ⅱ 新たに３分野を支援する仕組み 

 
 新たに３分野を支援する仕組みにおいて想定される活動（以下「支援活動」という。）

は、以下のとおりとする。 
今回の制度設計は、あくまで今後５年間における科研費による支援の仕組みに関する

ことである。 
なお、我が国の学術研究の振興全体として考えた場合、生命科学系研究における中核

ともいえる３分野の活動に対しどのような支援がなされるべきかについては、より実効

性のある内容をこの５年間で検討していくことが重要である。 
 

【「新たに３分野を支援する仕組み」の前提】 

  ○ 支援活動は、平成２２年度より開始するものとし、期間は５年間とする。 
 
  ○ 支援活動として、以下に示す内容を実施しようとする場合には、通常の科研費

の場合と同様に、別途、支援活動の実施計画についての審査（活動内容の適切性

等の審査）を受けるものとする。 
   （審査方法等細部については、今後、審査部会において検討する予定である。） 
 
  ○ 審査により採択された支援活動の実施にあたって「支援規模の範囲内でどの研

究課題を支援の対象とするか」については、当該支援活動の中で適切な仕組み・

手続きによって判断されることになる。 
 
  ○ その際、支援の対象となる研究については、後述するⅢ 「系・分野・分科・

細目表」の見直し提案において、「３分野それぞれについて提案されている「分

科・細目」を選択し採択された研究」に限るものではない。 
 
注１）以下の記述においては、新学術領域研究（研究領域提案型）等他の領域型研

究における組織構成と混同しないように、その違いを明確にするため、「○○領

域」という用語ではなく、「○○分野」とし、「総括班」、「支援班」という用語

は用いず「総括支援活動」、「○○支援活動」としている。 
 
注２）以下に示す内容には「各分野として「科研費を活用した学術研究」に期待す

る研究の方向性」を記述しているが、これは、あくまで「各分野が「新たに３

分野を支援する仕組み」において支援の対象として考えている内容」を示した

ものである。（したがって、今後の科研費の具体の審査において関連づけること

はなく、今後の科研費の審査に当たり、この方向性に沿った研究計画を優遇す

ることもない。） 
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１．がん研究分野 

 (1) 「がん研究分野」の動向（特性）及び「科研費を活用した学術研究」に期待する

研究の方向性 

   がん研究分野の動向（特性）、「科研費を活用した学術研究」に期待する研究の方

向性を挙げると、およそ以下の内容となる。 
 

【がん研究分野の動向（特性）】 

○ 分子・細胞・臓器・個体レベルでのがんの体系的理解とそれに基づく新たなクオリティ・

オブ・ライフを高めるがん医療の確立を目指していくためには、 

・ がんに関わる要因の分子レベルでの理解（発がん） 

・ がんにおける細胞・組織システムの破綻（腫瘍生物学） 

・ がん患者における免疫能とがん細胞の免疫回避（腫瘍免疫学） 

・ 個体としてのがんの体系的理解とオーダーメイド医療（腫瘍診断学） 

・ がんの疫学・化学予防（がん疫学） 

・ 新規の治療法の開発を目指した基盤的がん研究（臨床腫瘍学） 

  を総合的に推進していくことが求められる。 

○ がんの本態を解明する広範な基礎生命科学研究、応用を目指した研究、予防を目指した長

期的な疫学研究など、がんの基礎研究を診断・治療・予防に適切に活用していくことが求め

られる。 

○ がんの制圧という目標を達成するためには、幅広いボトムアップ型の個人研究を基本的要

素としつつ、それらが機動的な連携を図ることにより、バーチャルな研究所として機能し、

世界的な研究成果が生み出される仕組みを構築することが求められる。 

○ このため、新学術領域研究、基盤研究等科研費に採択されたがん研究者の交流・連携を図

るとともに、若手研究者、次世代の研究者の育成事業を積極的に推進することが重要である。

一般国民の各般に対しがん研究に対する理解を深めるような広報活動を行うことも重要

である。 

○ 長期的な視野に立ち、我が国にとって重要な研究領域の支援・育成を行うことが重要であ

る。例えば、がんの予防に向け、疫学研究などの長期間にわたる一貫した活動が必要な研究

領域を支援することが重要である。 

○ 基礎研究の成果ががんの予防・診断・治療に速やかにつながるような研究体制を構築する

ことも重要である。 

 

【科研費を活用した学術研究に期待する研究の方向性】 

○ 分子標的療法の基礎から臨床までの研究。 

 ・ 分子標的薬剤、化学療法、がん細胞シグナル制御、浸潤・転移制御 

○ がんのモデル動物とその臨床応用研究。 

 ・ 多段階発がん、個体発がん、分子イメージング 

6



 

○ がん細胞と周辺環境との相互作用の理解とその応用に関する研究。 

 ・ がん幹細胞、細胞接着・運動、血管・リンパ管新生、浸潤・転移 

○ 発がんにおけるゲノムネットワーク異常に関する研究。 

 ・ DNA 複製、細胞周期、ゲノム不安定性、エピジェネティクス 

○ がんの体系的理解と個別化医療への応用に関する研究。 

 ・ ゲノム解析、プロテオミクス解析、発現解析、がんの個性診断、オーダーメイド治療 

○ 医学物理学の発展を生かす次世代がん治療に関する研究。 

 ・ 放射線療法、重粒子線療法、温熱療法、腫瘍低酸素 

○ ドラッグデリバリーの新展開とがん治療への応用に関する研究。 

 ・ DDS、バイオイメージング 

○ がん免疫応答ネットワークの総合的理解とがんの免疫制御（基礎から臨床）に関する研究。

 ・ 抗体療法、免疫療法、ワクチン療法、細胞療法 

○ 核酸バイオ医薬による新規がん治療の開発（遺伝子治療を含む。）に関する研究。 

 ・ 遺伝子治療、ウイルス療法、核酸療法、RNA 創薬 

○ 感染と発がんをつなぐ分子機構とその遮断による感染がんの制圧に関する研究。 

 ・ ウイルス発がん、細菌感染とがん、炎症とがん 

○ がんの分子疫学とがん予防に関する研究。 
 
(2) 「がん研究分野」の特性等を踏まえた支援活動 

「がん研究分野」の動向（特性）や「科研費を活用した学術研究に期待する研究

の方向性」を踏まえた、同分野に提示した額の範囲での活動内容及び想定される金

額は以下のとおり。 
 

① 総括支援活動（約７５百万円） 

総括支援活動は、科研費により支援される個々のがん研究者が、国際的競争力

を保持しながら、より効率的な研究推進を行うため、研究者間の情報交換や人的

交流を促進し、成果の積極的発信が行われるよう支援する。具体的にはシンポジ

ウムやワークショップの開催、日本と中国・韓国・ドイツ・フランスの各国との

２国間国際交流を支援する。また、ホームページ等を通じてがん研究に関する情

報を国内の研究者に発信するとともに、一般市民に対しての情報公開の一環とし

て市民公開講座等を開催したり、一線のがん研究者が高校などに出向いて、科学

に対する啓発活動を行うことを支援する。さらに、当該研究領域の次代を担う若

手研究者の育成にも重要な役割を担う。 
 
  ② 個体レベルでのがん研究支援活動（約１２６百万円） 

現在のがん研究において、基礎的研究から TR 研究まであらゆるステップにお

いて個体レベルでの研究が必須であるが、マウスを中心とする実験動物を用いた

研究の推進には、高度な技術的支援が必要である。本活動は、商業的サービスで
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は得られない質の高い各種の技術的支援を行うことにより、科研費により支援さ

れるがん研究の国際的優位性を維持する。 
 
  ③ がん疫学・予防支援活動（約４６９百万円） 

本活動は、分子疫学コーホート研究の継続支援、検体を中心とした研究の促進、

がん予防介入研究、国際疫学共同研究を相互に関連付けながら効率的に実施する。 
また、他の先進国では感染者が少なく、組織立った研究は行われていない ATL

研究に関し、長年蓄積されて来た我が国の ATL 研究を継続して支援することは将

来にわたって不可欠であるため、基礎・臨床・疫学研究が密接に連携した研究活

動の支援を行う。 
 
  ④ 臨床診断研究支援活動（約９５百万円） 

これまで我が国では、多くのがん研究者が臨床応用（臨床診断）への可能性を

示唆する研究成果を報告してきたが、その後の多施設間での評価が円滑に行われ

なかったため、臨床応用に結びつかないケースが認められた。本活動は、こうし

た問題点を克服するため、基礎研究で得られた成果を研究者間ネットワークの迅

速かつ動的な構築を介して臨床の場で多数の患者試料を用いて検証し、研究成果

の社会への還元を速やかに行うことを目指す。 
 
  ⑤ 化学療法基盤支援活動（約９５百万円） 

本活動は、科研費により新規抗がん剤開発を行っている研究者に対して、細胞

レベルから in silico まで、多彩な活性スクリーニング基盤を提供することにより、

国内での革新的がん治療薬開発の総合的支援を行う。 
 
 
２．ゲノム研究分野 

 (1) 「ゲノム研究分野」の動向（特性）及び「科研費を活用した学術研究」に期待す

る研究の方向性 

   ゲノム研究分野の動向（特性）、「科研費を活用した学術研究に期待する研究の方

向性を挙げると、およそ以下の内容となる。 
 

【ゲノム研究分野の動向（特性）】 

○ 我が国だけでも数百のゲノム情報関連データベースを保有するとともに、超大量、超高速

処理可能な次世代型シーケンサの実用化が進むなど、個体（ヒト）や集団のゲノム全体を対

象とした大規模な比較研究や機能研究が現実のものになろうとしている。 

 このように、ゲノム関連の知識・データの膨大な蓄積と生体計測観測技術の飛躍的な発展

が実現する中で、ゲノム機能情報、ゲノム構造解析を基盤とした生命研究である、 

・ 生命システム・メカニズム解明（システムゲノム科学） 
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・ ヒト疾患・体質の遺伝的基盤解明（ゲノム医科学） 

・ 環境・生態ダイナミックスの解明（ゲノム環境学） 

  を推進していくことが重要である。 

 また、ゲノム機能情報、ゲノム構造解析を基盤とした生命研究は、仮説の精密化とデータ

駆動型科学の展開という観点から、生命科学全般への波及効果が期待される。 

○ このため、大規模ゲノム情報生産のための支援活動、ゲノム医科学推進のための支援活動、

リソース集積共有のための支援活動（前述の２つの支援活動にその機能併設）及び情報解析

のための支援活動（前述の支援活動と連携）をこれまで培ってきた装置、情報、技術、人材

を活かして行うことが重要である。 

○ バイオ・メディカルインフォマティクス、新技術開発・活用といった、高度な支援のため

研究開発を推進する（支援活動と連動して）ことも重要である。 

○ あわせて、これら支援活動を統括する活動が必要であり、この活動には、人材育成の機能

やゲノム研究の倫理的、法的、社会的問題をはじめとした社会との接点活動も含む必要があ

る。 

 

【科研費を活用した学術研究に期待する研究の方向性】 

○ システムゲノム科学に関する研究。 

・ モデル生物等優れた系での体系的なデータ取得とシミュレーションによるシステム解析

（ゲノム、トランスクリプトーム、エピゲノム、インタラクトーム、など） 

・ 多様な生物のゲノム比較によるシステムの原理・進化解明（ゲノム、トランスクリプト

ーム、点変異、構造多型など） 

○ ゲノム医科学に関する研究。 

・ ゲノム多様性に基づく疾患や体質関連の遺伝子探索（個人ゲノム、大規模 SNP、エピゲ

ノム、体細胞変異、トランスクリプトーム、機能性 RNA、など） 

・ メディカルインフォマティクスを含む疾患・体質の遺伝子レベル解析のための新たな方

法論の開発 

○ ゲノム環境学に関する研究。 

・ ある環境下での生物集団の丸ごとゲノム解析による環境、生態のダイナミックス理解 

・ 腸内細菌叢等のさまざまな環境下における微生物間及び宿主との相互作用、植物と微生

物との相互作用などの微生物・環境相互作用解析 

○ 情報技術をはじめとする新技術開発に関する研究。 

・ 次世代ゲノム解析装置の活用法、データ処理技術 

・ バイオインフォマティクス、システム生物学、メディカルインフォマティクス 

○ 研究者コミュニティによる多様なリソース整備に関する研究。 

・ cDNA、BAC 等の各種ライブラリ、突然変異体、患者試料（DNA、株化細胞）など 

○ 生命倫理研究の深化に関する研究。 

・ 個人ゲノムや合成生物学の時代の生命科学研究倫理、データ管理の指針作り 
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 (2) 「ゲノム研究分野」の特性等を踏まえた支援活動 

「ゲノム研究分野」の動向（特性）や「科研費を活用した学術研究に期待する研

究の方向性」を踏まえた、同分野に提示した額の範囲での活動内容及び想定される

金額は以下のとおり。 
 

① 総括支援活動（約１００百万円） 

    総括支援活動は、科研費により支援される個々の研究者や研究グループが、こ

れまでのゲノム研究において蓄積された設備、情報、技術、を生かした研究を、

容易に、かつ、効率よく推進できるように支援するためのものである。支援のた

めに、３種類の支援活動（大規模ゲノム情報生産及び研究リソース構築、ゲノム

医科学推進支援、情報解析）を行うが、これらの活動の、透明性、公平性、客観

性を確保した、効率的な運営や緊密な連携のための活動を行う。そのために、ゲ

ノム生物学、ゲノム医科学、システムゲノム科学、応用ゲノム科学などの多様な

ゲノム研究分野の推進戦略を国際的な視野に立って立案し、それに沿った支援を

目指す。また、ゲノム情報を基盤とした研究には、分野融合、国際連携、人材育

成などが不可欠であり、国際シンポジウムやフォーラムなどを積極的に開催して

これらに対応する。これらに加え、ゲノム研究の推進には ELSI（倫理的、法的、

社会的問題）をはじめとしたさまざまな問題への十分な配慮が特に必要であり、

そのための社会との接点活動を行う。 
 

② 大規模ゲノム情報生産及び研究リソース構築支援活動（約４５０百万円） 

    次世代型シーケンサの実用化により、生命科学のかなりの領域において、ゲノ

ム DNA や cDNA の構造、網羅的遺伝子発現プロファイル、エピゲノム調節など

のゲノムを基盤とした情報（ゲノム情報）の重要性が一層高まることが予想され

る。そこで、我が国の研究の一層の高度化と効率化を進め、国際的プレゼンスを

維持し向上させるため、科研費により支援される個々の研究者や研究グループに

対して、ゲノム情報の産出とそれに必要な研究リソース構築を支援する活動を展

開する。科研費の支援を受けている課題から支援の要望を受付け、それを上記総

括支援活動に設置する審査委員会で、ゲノム研究若しくはゲノム情報を活用した

研究としての重要性、必要性、発展性、国際性、公共性などの観点から審査し、

支援課題を決定する。審査はできるだけ客観性、透明性、公正性を確保する形で

実施する。支援した課題には、一定期間経過後のデータ公開の義務づけなど、個々

の支援が生命科学全般にも波及、貢献するように配慮する。 
 
  ③ ゲノム医科学推進支援活動（約２８０百万円） 

    ゲノム医科学研究においては、疾患の発症に関わる遺伝子やメカニズムを解明

するために、患者試料、臨床情報などの大規模リソースの集積、これらのリソー

スを対象としたゲノム全域に対する、50 万-100 万ヶ所の多型解析に基づく疾患
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関連遺伝子の探索が行われている。さらに、次世代型シーケンサの発展により、

候補領域若しくはゲノム全域を対象とした配列再解析が行われるようになる。ゲ

ノム情報から疾患関連遺伝子を決定して行くためには、多型情報、配列情報及び

臨床情報を統合した高度な情報解析が必要であるが、そのためには、高度なゲノ

ム構造決定技術やゲノム情報解析技術などを駆使した支援が不可欠である。本支

援活動においては、他の支援活動と連携してゲノム医科学研究の推進に必要な支

援を行うことにより、科研費により支援されるゲノム医科学研究の国際的優位性

を維持しさらに高めることを目指す。支援課題の選定は、上記の大規模ゲノム情

報生産及び研究リソース構築支援活動と同様の方針で行う。 
 
④ 情報解析支援活動（約２５０百万円） 

    ゲノム構造解析技術の飛躍的な進歩により、ゲノム多型、ゲノム配列情報など

のゲノム情報は、その質・量共に飛躍的に増大しており、極めて高度な情報科学

とそれを基盤とした情報技術(IT)が必要になってきている。本支援活動において

は、他の支援活動と連携して、ゲノム配列データのアセンブル、cDNA マッピン

グ、アノテーション（生物学的医学的意味付け）などをはじめとするゲノム配列

の情報解析技術、疾患関連遺伝子の探索に必要なゲノム配列多様性情報解析技術、

遺伝統計学などの高度な情報解析技術を支援することにより、科研費により支援

される、ゲノム研究及びゲノム情報を基盤とした研究の国際的優位性を維持しさ

らに高めることを目指す。支援課題の選定は、上記の大規模ゲノム情報生産及び

研究リソース構築支援活動と同様の方針で行う。 
 
 
３．脳研究分野 

 (1) 「脳研究分野」の動向（特性）及び「科研費を活用した学術研究」に期待する研

究の方向性 

   脳研究分野の動向（特性）、「科研費を活用した学術研究に期待する研究の方向性

を挙げると、およそ以下の内容となる。 
 

【脳研究分野の動向（特性）】 

○ 脳科学は、脳機能の分子・遺伝子生物学、神経細胞と回路のシナプス機能、高次脳機能の

システム神経科学及び病態脳科学の４つの階層からなる多次元の学問領域であり、かつ、研

究リソース支援や新しい手法の開発に対する要求度や依存度が極めて高いことが特徴であ

る。 

○ 一方、国際競争が激化し、急速に研究が進展している脳科学において、我が国の脳科学研

究を格段に加速・発展させるためには、自由な発想に基づく個別的脳科学研究、異分野融

合的・学際的脳科学研究と戦略的、目標達成型研究を協調的にバランスよく推進すること

が重要である。 
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○ このため、脳研究分野においては、神経科学、分子生物学、医学、薬学、工学、情報科学

や心理学、社会学などの極めて裾野の広い分野にわたる脳研究者コミュニティを包含する包

括型脳科学研究推進支援ネットワークを構築することが重要である。 

この、包括型脳科学研究推進支援ネットワークは、 

・ 総括支援 

 ・ データ融合型脳リソース 

 ・ 革新的脳計測・操作技術開発 

により構築することが求められる。 

○ 包括型脳科学研究推進支援ネットワークを構築することにより、日本の脳科学研究全体を

俯瞰的に捉えた研究戦略を策定し、国際的な潮流と将来展望を踏まえて我が国における研

究支援の方策を検討することが重要である。 

○ また、ネットワークを構成する個々の脳科学研究者が持つ先端的知識の共有、研究の将来

展望、研究者間の情報交換や若手研究者の育成を支援することが重要である。 

 

【科研費を活用した学術研究に期待する研究の方向性】 

○ 脳の発生・発達・老化に関する研究。 

 ・ エピジェネティクス、機能分化と神経回路形成、多彩な脳機能の臨界期、教育・発達障

害治療への応用など 

○ 神経細胞、シナプスの特性を規定する分子機構と脳機能・脳病態との関係に関する研究。

○ 恒常性調節機構解明と生活習慣病・リズム障害治療への応用に関する研究。 

○ 感覚認知・運動制御系の機構解明とリハビリテーション・BMI への応用に関する研究。 

○ 意欲や意識の計測技術と脳内機構に関する研究。 

○ 判断と意思決定の脳内機構に関する研究。 

○ 推論と創造のニューラルネットに関する研究。 

○ 言語と社会的行動を形成する脳内機構に関する研究。 

○ 精神・神経疾患の解明と治療法開発に関する研究。 

 ・ 病態生理、関連遺伝子の探索と機能解析、バイオマーカー探索、イメージング、診断標

準化、治療薬開発など 
 
(2) 「脳研究分野」の特性等を踏まえた支援活動 

「脳研究分野」の動向（特性）や「科研費を活用した学術研究に期待する研究の

方向性」を踏まえた、同分野に提示した額の範囲での活動内容及び想定される金額

は以下のとおり。 
 

① 総括支援活動（約７０百万円） 

本支援活動では、日本の脳科学研究全体を俯瞰的に捉えた研究戦略の策定と、

研究支援の方策を検討する。そして、この研究戦略と支援方策にしたがって、裾

野の広い脳科学分野の研究代表者と連携した合同ワークショップやテーマ別シ
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ンポジウムを企画・開催する。また、脳リソースや革新的技術・方法論等の開発・

提供、及び得られた成果に関するデータベースの構築と脳科学研究者コミュニテ

ィへの提供を推進する。さらに、脳科学研究者データベースの整備、公開シンポ

ジウムを通した社会への普及・啓発活動等にあたる。先端技術及びバイオリソー

スの使用に関する技術講習会や、数か月程度の期間で先端技術の詳細を習得する

短期滞在型技術研修・交流を行い、人材育成にも貢献する。脳科学研究実施に伴

うさまざまな研究倫理的問題や、脳科学の進展が社会にどのような影響を及ぼす

のかなどの神経倫理の方策についても検討する。 
 

② 精神・神経疾患研究支援の機能的ブレインバンク支援活動（約４０百万円） 

この活動では、病態脳科学において極めて重要なリソースとしての精神・神経

疾患の死後脳バンクを構築する。ネットワーク化される脳研究者コミュニティを

対象にバンク化を行う。標本の作成、サンプルの医療情報を充実するための生前

の画像情報（脳イメージング）、遺伝子情報、その他のバイオマーカー（候補）等

のデータを集積し、ヒトのサンプル（凍結脳あるいは組織切片、DNA など）に

関する研究上の要請に応じ、研究内容を検討した上供与を行う。 
 

③ 行動解析融合型プラットホーム支援活動（約１１０百万円） 

この活動では、脳特異的な分子の相互作用から高次脳機能と脳神経系の病態に

至るメカニズムの解明に有用な実験動物モデルの開発と供給及び系統的な脳機能

解析の支援を行う。独自性の高いモデル動物の開発、産出と系統的行動解析は融

合的学際的脳研究に必須であるが、長期間の取り組み、専門性、研究費などが不

可欠であるため個々の研究者のみでは困難であり、モデル動物の作成と行動解析

を融合したプラットホームによる支援活動を実施する。 

 
④ 脳分子プロファイリング開発支援活動（約６０百万円） 

 この活動では、質量分析法、網羅的解析法等を用いて、脳神経系の機能を担う

タンパク質の解析法を開発・確立することにより、神経細胞の分子相互作用から

脳機能・脳病態の解明をめざす研究を支援する。また、抗体を用いた組織化学法

を含めた新規脳機能分子の発現解析法を開発することによって、共同研究レベル

での活動を発展させ、ネットワーク化される脳科学研究者コミュニティに独創性

の高い脳機能分子発現解析法の提供を行う。 
 

⑤ 大規模脳活動計測・操作研究支援活動（約４０百万円） 

この活動では、多数の脳神経細胞活動の同時記録と、電気刺激、薬物注入や光

照射によって脳活動を操作する多機能集積素子と、大規模脳活動計測・操作デー

タの解析ソフトウェアの開発により、「脳と心」の情報表現原理の解明をめざす研

究を支援する。ＭＲI 技術の標準化によるヒトを対象とする脳計測技術の開発と
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個人脳データバンクの構築により、脳科学研究者コミュニティによる「脳と心」

の個性解明をめざす融合的・学際的脳研究の推進を支援する。 
 

⑥ 脳機能プロービング研究支援活動（約４０百万円）  

    この活動では、単一神経細胞における同時多次元計測技術の開発を支援し、こ

のための可視化プローブを最適化すると共に、共通利用顕微鏡システムを整備・

改良する。さらに、脳深部における様々な活性信号計測法や神経活動操作法の基

盤技術や、次世代の神経機能イメージング・神経活動操作技術を開発し、革新的

な脳の発生・発達・機能・老化・病態研究の推進支援を行う。 
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Ⅲ 「系・分野・分科・細目表」の見直し提案 

 
「系・分野・分科・細目表」の見直し提案は、以下のとおりである。 

 なお、ここに示す内容については、平成２２年度公募要領に反映する前提のもとに今

後も引き続き審査部会において検討を進めるものである。 
 
 
１．がん研究分野 

現行の「系・分野・分科・細目表」には、対象としての「がん研究」を位置づけて

いる「分科・細目」が存在しない。 
このため、がん研究分野に関しては、「系・分野・分科・細目表」の「総合・新領域

系」、「総合領域」分野に次の「分科・細目」を追加することが必要としている。 
 

分 科 細  目 キ ー ワ ー ド 

発がん 

 

ゲノム不安定性、エピジェネティクス、がんゲノム解析、化学発がん、

放射線発がん、ウイルス発がん、細菌感染と発がん、炎症とがん、実

験動物モデル、遺伝子改変動物 
腫瘍生物学 

 

がん遺伝子、がん抑制遺伝子、シグナル伝達と遺伝子発現、DNA 複製、

細胞周期、がんと遺伝、アポトーシス、細胞極性、細胞接着・運動、

浸潤、転移 、がん細胞の特性、がん微小環境、血管新生、リンパ管新

生、幹細胞、細胞老化、細胞不死化 

腫瘍免疫学 

 

液性免疫、細胞免疫、抗体療法、免疫療法、ワクチン療法、細胞療法、

サイトカイン、免疫抑制、免疫活性化 

腫瘍診断学 

 

ゲノム解析、プロテオミクス解析、発現解析、がんの個性診断、オー

ダーメイド治療、薬効評価と予測、バイオマーカー、腫瘍マーカー、

分子イメージング、エピゲノム、 

miRＮA、機能性 RNA 

臨床腫瘍学 

 

抗がん物質探索・ケミカルバイオロジー、化学療法、分子標的治療、

内分泌療法、ドラッグデリバリー、物理療法、遺伝子治療、核酸治療、

細胞療法 

腫瘍学 

 

 

がん疫学・予

防 

バイオバンク、民族疫学、コーホート研究、遺伝子環境交互作用、予

防介入研究、化学予防、がん研究と社会の接点 
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２．ゲノム研究分野 

  ゲノム研究分野に関しては、「系・分野・分科・細目表」の「総合・新領域系」、「複

合新領域」分野に「ゲノム科学」分科があり、同分科に３つの細目が設定されている。 
しかしながら、今後のゲノム研究の進展、広がりに適切に対応するため、現行の「ゲ

ノム科学」分科の内容を改め、次の「分科・細目」に変更することが必要としている。 
 

分 科 細  目 キ ー ワ ー ド 

ゲノム生物

学 

 

ゲノム構造多様性、動物ゲノム、植物ゲノム、微生物ゲノム、細菌叢

ゲノム、オルガネラゲノム、ゲノム進化、ゲノム構築、ゲノム維持修

復、ゲノム機能発現、遺伝子発現調節、トランスクリプトーム、プロ

テオーム、メタボローム、エピゲノム、ゲノムデータベース、比較ゲ

ノム 

ゲノム医科

学 

 

疾患関連遺伝子、個別化医療、遺伝子診断、ヒトゲノム構造多様性、

ゲノム創薬、再生医療、ゲノムワイド関連解析、ヒトゲノム配列再解

析、疾患モデル生物ゲノム、疾患エピゲノミクス、ヒト集団遺伝学、

遺伝統計学、メディカルインフォマティクス 

システムゲ

ノム科学 

遺伝子ネットワーク、蛋白質ネットワーク、代謝ネットワーク、発生

分化、合成生物学、データベース生物学、モデル化とシミュレーショ

ン、バイオインフォマティクス、データベース統合化、ゲノム解析技

術、機能性 RNA、エピゲノム制御 

ゲノム科学 

応用ゲノム

科学 

 

産業動物ゲノム、産業植物ゲノム、環境ゲノム、ヒト・動物細菌叢、

メタゲノム、産業微生物ゲノム、ゲノム共生、生物多様性、マーカ育

種、種の保全、遺伝子資源、バイオデータベース、ゲノム工学 

 
 
３．脳研究分野 

  脳研究分野に関しては、「系・分野・分科・細目表」の「総合・新領域系」、「総合領

域」分野に「神経科学」分科があり、同分科に４つの細目が設定されている。 
しかしながら、今後の脳研究の進展、広がりに適切に対応するため、現行の「神経

科学」分科を「脳神経科学」分科に改訂し、細目「融合基盤脳科学」、「融合脳計測科

学」及び「融合社会脳科学」を追加することが必要としている。 
 
分 科 細  目 キ ー ワ ー ド 

脳神経科学 神経科学一般 分子・細胞神経科学、発生・発達・再生神経科学、神経内分泌学、臨

床神経科学、神経情報処理、認知神経科学、行動神経科学、非侵襲的

脳活動計測、計算論的神経科学、神経心理学、言語神経科学、病態脳

科学 
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神経解剖学・

神経病理学 

〔神経解剖学〕 

神経伝導学、神経回路網、神経組織学、分子神経生物学、神経微細形

態学、神経組織細胞化学、神経発生・分化・異常、神経再生・神経可

塑性、神経実験形態学、脳画像解剖学、神経細胞学 

〔神経病理学〕 

神経細胞病理学、分子神経病理学、神経変性疾患、脳発達障害、老化

性痴呆疾患、脳循環障害、脳代謝性疾患、中毒性疾患、脳腫瘍、脊髄

疾患、筋・末梢神経疾患 

  

神経化学・ 

神経薬理学 

分子・細胞・神経生物学、発生・分化・老化、神経伝達物質・受容体、

細胞内情報伝達、グリア細胞、精神・神経疾患の病態と治療、幹細胞

生物学・再生・修復、神経可塑性、中枢・末梢神経薬理学、神経創薬、

神経ゲノム科学 

  

神経・筋肉生

理学 

〔神経生理学〕 

ニューロン・シナプス・神経回路、グリア、視覚・聴覚・平衡覚・味

覚・嗅覚、体性感覚・内臓感覚・痛覚、姿勢・運動制御、自律神経調

節、システム神経生理・ニューロインフォマティクス、認知・言語・

記憶・情動、脳機能イメージング、神経発生・神経発達・神経再生・

神経再建、神経系病態生理 

〔筋肉生理学〕 

筋収縮機構・エナジェティクス、興奮収縮連関、分子生理・筋分子モ

ーター、受容体・細胞内シグナル伝達、神経性筋制御：骨格筋・心筋・

平滑筋、心臓興奮・伝導異常、心筋機能不全・再生、心筋・平滑筋リ

モデリング、平滑筋生理、骨格筋生理・病態学 

  

融合基盤脳科

学 

ゲノム脳科学、エピジェネティクス、脳分子プロファイリング、ナノ

脳科学、ケミカルバイオロジー、薬物脳科学、脳機能プローブ、脳イ

メージング、光脳科学、ニューロングリア相互作用、脳機能モデル動

物、脳機能行動解析、脳とリズム、睡眠 

  

融合脳計測科

学 

脳形態計測、脳機能計測、リアルタイム脳血流計測、脳活動記録（レ

コーディング）、脳情報読み出し（デコーディング）、感覚情報、運動

情報、認知情報、高次脳機能計測、脳情報処理、脳機能操作、ブレイ

ンマシンインターフェイス 

  

融合社会脳科

学 

コミュニケーション、対人関係、社会行動、発達・教育、感性・情動・

感情、価値・報酬・懲罰、動機づけ、ニューロエコノミクス・ニュー

ロマーケティング、神経社会学、政治脳科学、神経哲学、神経芸術学

 

17



 

 

参 考 資 料 

 
 
１．科学技術・学術審議会学術分科会科学研究費補助金審査部会委員名簿 

 
 
２．「科学研究費補助金における生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳）への支援の在り

方について（審議のまとめ）」に係る審議経過 

 
 
３．がん研究分野 

「がん研究分野」の特性等を踏まえた支援活動の概要 
   がん研究分野：「仕組み」の制度設計 事項別整理表 
 
 
４．ゲノム研究分野 

「ゲノム研究分野」の特性等を踏まえた支援活動の概要 
   ゲノム研究分野：「仕組み」の制度設計 事項別整理表 
 
 
５．脳研究分野 

「脳研究分野」の特性等を踏まえた支援活動の概要 
   脳研究分野：「仕組み」の制度設計 事項別整理表 
 
 
６．科学研究費補助金において当面講ずべき施策の方向性について 

（研究費部会「審議のまとめ（その２）」）－抜粋－ 
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【専門委員】

　　　　　　　　（がん研究分野）

豊 島 久 真 男 ( 理化学研究所・研究顧問 )

中 村 祐 輔 ( 東京大学・医科学研究所・教授 )

宮 園 浩 平 ( 東京大学・大学院医学系研究科・教授 )

　　　　　　　　（ゲノム研究分野）

高 木 利 久 ( 東京大学・大学院新領域創成科学研究科・教授 )

藤 山 秋 佐 夫 ( 情報・システム研究機構 国立情報学研究所・教授 )

吉 川 寛 ( ＪＴ生命誌研究館・顧問 )

　　　　　　　　（脳研究分野）

木 村 實 ( 京都府立医科大学・大学院医学研究科・教授 )

中 西 重 忠 ( 大阪バイオサイエンス研究所・所長 )

三 品 昌 美 ( 東京大学・大学院医学系研究科・教授 )

◎：部会長、○：部会長代理

科 学 技 術 ・ 学 術 審 議 会 学 術 分 科 会

科 学 研 究 費 補 助 金 審 査 部 会 委 員 名 簿
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（参考資料２） 

 

 

「科学研究費補助金における生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳）への 

支援の在り方について（審議のまとめ）」に係る審議経過 

 

 

○科学研究費補助金審査部会 

 

平成２０年 

 １０月 ９日 生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳）からの意見聴取 

         ・新たな「仕組み」の制度設計（案） 

         ・「系・分野・分科・細目表」の見直し（案） 

 

 １１月１２日 各分野における新たな「仕組み」の制度設計について審議 

 

 １２月２２日 「系・分野・分科・細目表」の見直しについて審議 

        「科学研究費補助金における生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳） 

への支援の在り方について（審議のまとめ）」（案）について審議 

 

平成２１年 

  １月 ７日 「科学研究費補助金における生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳） 

への支援の在り方について（審議のまとめ）」（案）について審議 
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（参考資料３） 

 
 
 
 
 
 

「がん研究分野」 

 

 

「がん研究分野」の特性等を踏まえた支援活動の概要 

 

  がん研究分野：「仕組み」の制度設計 事項別整理表 
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「がん研究分野」の特性等を踏まえた
支援活動の概要

総括支援活動

国際交流委員会

支援拠点

若手支援委員会

個体レベルでのがん研究支援活動

がん疫学・予防支援活動

化学療法基盤支援活動

がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動

倫理委員会

「がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動」の全体像

（がん研究推進のためのバーチャルながん研究所）

共同セミナー開催などで海外との協調・連携を図る。

大学院生・ポスドクなどのセミナー、共同研究などを支援する。

研究者間の交流、学術集会の企画など。

発がんのモデル動物開発とその支援・病理形態学的解析支援

がん治療に役立つ化合物の開発と供給

臨床診断研究支援活動 がん診断の評価のための横断的研究支援

がん分子疫学コホート研究ための支援

広報委員会

ホームページの作製、社会や次世代を担う若い人達への発信

企画委員会
シンポジウムやワークショップの開催など。
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個体レベルでのがん研究支援活動

C.   各種モニタリング支援
・ マウスの遺伝学的・微生物学的モニタリング

A.   遺伝子改変マウス作製支援
・ 研究要望に最適なモデルマウスのコンサルテーション
・ 発がんモデルマウスの作製のための先進的技術開発
・ 年間30系統の遺伝子改変マウス・変異ES細胞の作製

B.   トランスジェニック(TG)マウス作製支援

E.   病理形態学研究支援委員会
・ 動物モデルにおける腫瘍を中心とする病変の組織学的解析

F.   ワークショップ開催
・ 革新的技術や先験的知見に関する

ワークショップ開催を通じたがん研究の推進

がん
研究者

・ 研究要望に最適なモデルマウスのコンサルテーション

KOマウス TG マウス

D.   凍結保存・供給・クリーニング支援
・ マウス受精卵の凍結保存
・ 標準的実験指針に対応するためのクリーニング
・ 年間45系統の凍結保存・クリーニング

・ 年間約40系統のTGマウスの作製

・ 年間40ケースの解析支援

・ 年間150系統のモニタリング

2005：
佐賀

開始年：地域

分子疫学コーホート研究の支援

2005：
静岡

2005：
名古屋

2005：鹿
児島

2006：
千葉

2006：
滋賀

2006：
岡崎

2004：
福岡*

2007：
京都

2007：
徳島 エンドポイント：がん罹患とすべての死亡

目的：がん発生に関与する生活習慣、生体指標、遺伝子型の組み合わせを探索検証する。

方法：10万人を目標対象者数とした多施設共同コーホート研究：対象者は35〜69歳の男女。

収集する情報と検体：生活歴、検診結果、血清、血漿、バフィーコート

参加者数：約31,000人（2008年3月末現在）

* COEコーホート研究との連合

横断調査研究 生活習慣-遺伝子型-生体指標の関連

発病前診断研究 採血後早期（2年以内）の発症症例から早期診断に利用できる生体指標*を探索

追跡調査 がん発生に関与する 生活習慣-遺伝子型-生体指標の組合わせの探索。

がん疫学・予防支援活動
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分子疫学コーホート試料などを利用した付随研究

分子疫学コーホート研究の継続支援、この検体を中心とした研究の促進、がん予防介入研究、国際疫学共
同研究を相互に関連付けながら効率的に実施。更にわが国特有の疾患であるATLについて、発症予防およ
び治療方法の開発と検証を生物学的機序を解明しながら実施。

アジアにおける民族疫学

生体指標研究支援

日系移民に対する疫学研究

染色体テロメア

大規模コーホート研究
の継続支援

リスク評価

海外共同研究

データおよび
検体の収集と

追跡調査
収集された検体を
用いた遺伝子型

検査

遺伝子環境
交互作用

がん関連生体指標
喫煙関連がん

乳がん
大腸がん

大腸がん
前立腺がん

肝がん

介入研究支援

ATL研究支援
疫学・予防・

治療・機序解明

発がんリスク診断

（高罹陥リスク群の検出）

がんの存在診断

（未病状態・早期がんの検出）

がんの病態診断

（予後・治療反応性予測）

臨床診断研究支援活動
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B．がん細胞パネルを用いた新規抗がん剤スクリーニング

A. 研究総括

C. 標的分子特異的阻害物質のスクリーニング

D. 化合物ライブラリーの構築・整備

E. バイオインフォーマティクスによるスクリーニング支援

化学療法基盤支援活動

A. ＨＰ構築・維持

A. 阻害剤キットの配付

A. データ管理

研究者

HPより依頼

支援

最新の抗がん剤スクリーニング、化合物ならびに抗がん剤開発関連情報などを提供すること
によって、研究者による新抗がん物質発見の効率を高めることを目的とする

連携

連携

連携

Database

科学研究費によるがん研究体制のあり方

１．がんの制圧という目標を達成するために、
幅広くボトムアップ型個人研究を要素と
しつつも、機動的に連携を図り、
バーチャルな研究所のように機能し、
世界的な成果をあげる仕組みを構築する。

２．新学術領域や基盤研究に採択された
がん研究者の交流・連携を図ることが重要。

２．若手研究者、次世代の研究者の
育成事業を積極的に推進する。
一般の国民のがん研究に対する理解を
深めるような広報活動を行う。

３．長期的な視野に立ち、わが国にとって
重要な研究領域の支援・育成を行う。
たとえば、がんの予防に向け、疫学研究などの長期間の一貫した活動が必要な研究領
域を支援する。

４．基礎研究の成果ががんの予防・診断・治療に速やかにつながるような研究体制を構
築する。

連携を図るための
バーチャルNCI

（支援班）

文部科学省による研究支援
（新学術領域・基盤研究）

支援
協調
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【
が

ん
研

究
分

野
：
「
仕

組
み

」
の

制
度

設
計

 事
項

別
整

理
表

】
注

）
「
種

別
」
欄

に
は

、
「
総

括
班

的
活

動
」
に

該
当

す
る

場
合

に
は

「
総

」
、

「
支

援
班

的
活

動
」
に

該
当

す
る

場
合

に
は

「
支

」
、

「
総

括
班

・
支

援
班

的
活

動
に

類
す

る
活

動
」
に

該
当

す
る

場
合

に
は

「
類

」
を

記
載

し
て

い
る

。
な

お
、

複
数

該
当

す
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
記

載
し

て
い

る
。

想
定

さ
れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
別

「
新

た
に

３
分

野
を

支
援

す
る

仕
組

み
」
に

お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容

①
総

括
支

援
活

動

　
総

括
支

援
活

動
は

、
文

科
省

科
研

費
に

よ
り

支
援

さ
れ

る
個

々
の

が
ん

研
究

者
が

、
国

際
的

競
争

力
を

保
持

し
な

が
ら

、
よ

り
効

率
的

に
研

究
推

進
を

行
う

た
め

、
研

究
者

間
の

情
報

交
換

や
人

的
交

流
を

促
進

し
、

そ
の

成
果

の
積

極
的

発
信

を
支

援
す

る
。

ま
た

、
本

活
動

は
、

当
該

研
究

領
域

の
次

代
を

担
う

若
手

研
究

者
の

育
成

に
も

重
要

な
役

割
を

担
う

。

A
企

画
委

員
会

1
2
,0

0
0

総
　

種
々

の
科

研
費

に
よ

っ
て

採
択

さ
れ

た
が

ん
研

究
者

間
の

情
報

交
換

を
促

進
す

る
た

め
に

、
研

究
者

が
交

流
す

る
た

め
の

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
年

１
-
２

回
開

催
す

る
。

B
国

際
交

流
委

員
会

1
5
,0

0
0

総
　

国
際

的
な

情
報

の
交

換
や

人
材

の
交

流
は

、
が

ん
研

究
の

推
進

の
た

め
に

極
め

て
重

要
で

あ
る

。
本

委
員

会
で

は
、

が
ん

特
定

領
域

研
究

に
よ

っ
て

継
続

的
に

支
援

さ
れ

て
き

た
日

本
と

中
国

・
韓

国
・
ド

イ
ツ

・
フ

ラ
ン

ス
の

各
国

と
の

二
国

間
国

際
が

ん
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
支

援
や

、
が

ん
研

究
者

の
国

際
学

会
へ

の
短

期
派

遣
支

援
を

行
う

。

C
若

手
支

援
委

員
会

1
5
,0

0
0

総
　

若
手

が
ん

研
究

者
の

育
成

は
我

が
国

の
学

術
基

盤
を

支
え

て
い

く
た

め
に

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
が

ん
特

定
研

究
で

は
、

若
手

研
究

者
の

育
成

と
そ

の
交

流
を

目
的

と
し

て
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

て
き

た
。

こ
れ

に
よ

っ
て

若
手

研
究

者
が

お
互

い
に

刺
激

さ
れ

る
と

と
も

に
、

そ
の

交
流

に
よ

っ
て

生
ま

れ
た

共
同

研
究

に
よ

り
、

研
究

の
推

進
に

役
立

っ
た

ケ
ー

ス
も

多
く
、

こ
れ

ら
を

継
続

的
に

支
援

す
る

。

D
広

報
委

員
会

1
5
,0

0
0

総
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

通
じ

て
が

ん
研

究
に

関
す

る
情

報
を

国
内

の
研

究
者

に
発

信
す

る
と

と
も

に
、

一
般

市
民

に
対

し
て

の
情

報
公

開
の

一
環

と
し

て
市

民
公

開
講

座
等

を
開

催
す

る
。

ま
た

、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
へ

の
情

報
発

信
を

行
う

窓
口

と
な

る
。

ま
た

、
一

線
の

が
ん

研
究

者
が

高
校

な
ど

に
出

向
い

て
、

科
学

に
対

す
る

啓
発

活
動

を
行

う
こ

と
を

支
援

す
る

。

E
支

援
拠

点
1
8
,0

0
0

総
　

上
述

の
全

て
の

委
員

会
活

動
の

た
め

の
印

刷
出

版
、

経
理

及
び

事
務

管
理

作
業

全
般

を
担

当
す

る
。

小
計

7
5
,0

0
0

②

　
現

在
の

が
ん

研
究

に
お

い
て

は
、

基
礎

的
研

究
か

ら
、

T
R

研
究

ま
で

、
あ

ら
ゆ

る
ス

テ
ッ

プ
に

お
い

て
、

個
体

レ
ベ

ル
で

の
研

究
が

必
須

で
あ

る
が

、
こ

の
マ

ウ
ス

を
中

心
と

す
る

実
験

動
物

を
用

い
た

研
究

の
推

進
に

は
、

高
度

な
技

術
的

支
援

が
必

要
で

あ
る

。
本

活
動

は
、

商
業

的
サ

ー
ビ

ス
で

は
得

ら
れ

な
い

、
質

の
高

い
各

種
の

技
術

的
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

科
研

費
に

よ
り

支
援

さ
れ

る
が

ん
研

究
の

国
際

的
優

位
性

を
維

持
す

る
。

A
遺

伝
子

改
変

マ
ウ

ス
作

製
支

援
6
3
,0

0
0

総
・
支

　
科

研
費

の
支

援
を

受
け

て
い

る
が

ん
研

究
者

の
要

望
に

応
じ

て
、

遺
伝

子
改

変
マ

ウ
ス

の
作

製
を

受
託

す
る

。
ま

た
、

マ
ウ

ス
作

製
計

画
に

関
す

る
指

導
や

相
談

を
行

い
、

実
際

の
変

異
E
S
細

胞
か

ら
、

変
異

マ
ウ

ス
を

作
製

し
、

研
究

者
に

提
供

す
る

。
併

せ
て

、
モ

デ
ル

マ
ウ

ス
の

作
製

の
た

め
の

ベ
ク

タ
ー

や
先

進
的

技
術

を
開

発
し

、
こ

れ
を

研
究

者
に

提
供

す
る

。
年

間
、

約
3
0
系

統
の

変
異

E
S
細

胞
と

遺
伝

子
改

変
マ

ウ
ス

の
作

製
を

予
定

し
て

い
る

。

B
T
G

（
ト

ラ
ン

ス
ジ

ェ
ニ

ッ
ク

マ
ウ

ス
）
作

製
支

援
2
0
,0

0
0

支
　

科
研

費
の

支
援

を
受

け
て

い
る

が
ん

研
究

者
の

要
望

に
応

じ
て

、
各

種
の

ト
ラ

ン
ス

ジ
ェ

ニ
ッ

ク
マ

ウ
ス

の
作

製
を

支
援

す
る

。
作

製
計

画
に

関
す

る
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

い
、

マ
イ

ク
ロ

イ
ン

ジ
ェ

ク
シ

ョ
ン

に
よ

り
、

T
G

マ
ウ

ス
を

作
製

・
提

供
す

る
。

年
間

、
約

4
0
系

統
の

T
G

作
製

を
予

定
し

て
い

る
。

C
各

種
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
支

援
9
,0

0
0

支
　

科
研

費
の

支
援

を
受

け
て

い
る

が
ん

研
究

者
か

ら
の

要
望

に
応

じ
て

、
が

ん
研

究
に

用
い

る
マ

ウ
ス

の
遺

伝
学

的
及

び
微

生
物

学
的

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う
。

年
間

1
0
0
-
2
0
0
系

統
の

モ
ニ

タ
ニ

ン
グ

を
予

定
。

D
凍

結
保

存
・
供

給
・
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
支

援
9
,0

0
0

支
　

科
研

費
の

支
援

を
受

け
て

い
る

が
ん

研
究

者
か

ら
の

要
望

に
応

じ
て

、
作

製
さ

れ
た

発
が

ん
モ

デ
ル

マ
ウ

ス
を

は
じ

め
と

す
る

各
種

変
異

マ
ウ

ス
を

凍
結

保
存

す
る

と
と

も
に

、
標

準
的

実
験

指
針

に
対

応
す

る
よ

う
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
を

行
う

。
年

間
、

約
4
0
-
5
0
系

統
を

予
定

。

E
病

理
形

態
学

研
究

支
援

委
員

会
2
0
,0

0
0

支
　

科
研

費
の

支
援

を
受

け
て

い
る

が
ん

研
究

者
の

要
望

に
応

じ
て

、
動

物
モ

デ
ル

に
お

け
る

腫
瘍

を
中

心
と

す
る

病
変

の
組

織
学

的
解

析
を

行
い

、
結

果
を

研
究

者
に

提
供

す
る

。

F
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

開
催

5
,0

0
0

総
　

個
体

レ
ベ

ル
で

の
が

ん
研

究
に

関
す

る
革

新
的

技
術

や
先

進
的

知
見

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

開
催

を
通

じ
て

、
が

ん
研

究
の

推
進

を
支

援
す

る
。

年
に

１
回

、
二

泊
三

日
を

予
定

。

小
計

1
2
6
,0

0
0

事
　

　
　

項

個
体

レ
ベ

ル
で

の
が

ん
研

究
支

援
活

動
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想
定

さ
れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
別

「
新

た
に

３
分

野
を

支
援

す
る

仕
組

み
」
に

お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容
事

　
　

　
項

③

　
本

活
動

は
、

分
子

疫
学

コ
ー

ホ
ー

ト
研

究
の

継
続

支
援

、
こ

の
検

体
を

中
心

と
し

た
研

究
の

促
進

、
が

ん
予

防
介

入
研

究
、

国
際

疫
学

共
同

研
究

を
相

互
に

関
連

付
け

な
が

ら
効

率
的

に
実

施
す

る
研

究
グ

ル
ー

プ
で

あ
る

。
ま

た
、

我
が

国
特

有
の

疾
患

で
あ

る
A

T
L
に

つ
い

て
、

発
症

予
防

及
び

治
療

方
法

の
開

発
と

検
証

を
生

物
学

的
機

序
を

解
明

し
な

が
ら

実
施

す
る

。
本

活
動

の
特

徴
は

、
ヒ

ト
を

対
象

と
し

た
長

期
追

跡
調

査
（
分

子
疫

学
コ

ー
ホ

ー
ト

研
究

、
介

入
研

究
、

A
T
L
V

感
染

者
追

跡
調

査
）
や

長
期

海
外

共
同

研
究

を
軸

と
し

て
、

生
活

習
慣

、
遺

伝
的

素
因

、
生

体
指

標
、

介
入

（
治

療
を

含
む

）
な

ど
の

影
響

を
評

価
す

る
点

に
あ

る
。

本
研

究
組

織
で

は
疫

学
者

、
基

礎
医

学
研

究
者

、
臨

床
医

学
研

究
者

が
参

加
す

る
こ

と
か

ら
、

が
ん

予
防

方
法

に
関

す
る

多
く
の

成
果

が
得

ら
れ

る
も

の
と

期
待

さ
れ

る
。

A
分

子
疫

学
コ

ー
ホ

ー
ト

研
究

の
支

援
　

特
定

領
域

研
究

（
平

成
１

６
-
2
1
年

度
）
に

よ
る

分
子

疫
学

コ
ー

ホ
ー

ト
を

引
き

続
き

支
援

す
る

。

遺
伝

子
型

の
決

定
及

び
発

が
ん

に
至

る
生

態
指

標
の

測
定

1
9
5
,0

0
0

総
・
支

　
コ

ー
ホ

ー
ト

研
究

参
加

者
の

追
跡

を
行

い
が

ん
罹

病
者

と
死

亡
者

を
確

認
す

る
。

ま
た

、
登

録
５

年
後

に
お

け
る

生
活

習
慣

の
変

化
を

調
査

す
る

と
と

も
に

、
生

体
指

標
の

変
化

が
測

定
で

き
る

よ
う

血
液

検
体

を
収

集
す

る
。

本
コ

ー
ホ

ー
ト

研
究

か
ら

得
ら

れ
た

情
報

及
び

検
体

は
広

く
他

の
研

究
者

に
も

提
供

し
、

が
ん

発
生

リ
ス

ク
評

価
及

び
発

生
機

序
解

明
に

役
立

て
る

。

遺
伝

子
多

型
タ

イ
ピ

ン
グ

7
0
,0

0
0

支
　

遺
伝

子
多

型
解

析
を

実
施

し
、

本
コ

ー
ホ

ー
ト

研
究

で
の

遺
伝

子
・
遺

伝
子

、
遺

伝
子

・
環

境
交

互
作

用
化

研
究

の
基

盤
情

報
を

提
供

す
る

。

B
生

態
指

標
研

究

　
生

活
習

慣
と

遺
伝

的
素

因
は

そ
の

交
互

作
用

に
よ

り
生

体
指

標
に

影
響

し
、

変
化

し
た

生
体

指
標

が
更

に
発

が
ん

過
程

に
影

響
を

与
え

る
。

こ
こ

で
は

分
子

疫
学

コ
ー

ホ
ー

ト
研

究
の

試
料

を
利

用
し

た
生

体
指

標
研

究
を

、
相

互
に

情
報

交
換

し
な

が
ら

進
め

、
が

ん
発

生
リ

ス
ク

評
価

に
役

立
つ

生
体

指
標

を
同

定
検

証
す

る
。

ま
た

、
分

子
疫

学
コ

ー
ホ

ー
ト

研
究

の
登

録
5
年

後
調

査
は

生
体

指
標

研
究

の
知

見
か

ら
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

受
け

、
方

法
を

修
正

し
な

が
ら

実
施

し
て

い
く
。

B
1

コ
ー

ホ
ー

ト
研

究
を

用
い

た
が

ん
発

生
の

遺
伝

子
環

境
交

互
作

用
2
0
,0

0
0

類
　

分
子

疫
学

コ
ー

ホ
ー

ト
研

究
で

は
多

様
な

生
体

指
標

が
測

定
さ

れ
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
生

体
指

標
の

変
動

と
関

連
す

る
遺

伝
子

型
と

生
活

習
慣

と
の

交
互

作
用

を
探

索
す

る
。

B
2

染
色

体
テ

ロ
メ

ア
G

テ
イ

ル
の

測
定

を
指

標
と

し
た

が
ん

の
リ

ス
ク

評
価

1
0
,0

0
0

類
　

テ
ロ

メ
ア

の
Ｇ

テ
イ

ル
の

長
さ

は
細

胞
の

寿
命

に
関

連
し

、
ま

た
が

ん
細

胞
で

は
Ｇ

テ
イ

ル
が

延
長

し
て

い
る

。
Ｇ

テ
イ

ル
の

長
さ

と
が

ん
発

生
リ

ス
ク

と
の

関
連

や
生

活
習

慣
と

の
関

連
は

未
だ

系
統

的
に

検
討

さ
れ

て
い

な
い

。
コ

ー
ホ

ー
ト

研
究

の
試

料
の

提
供

を
受

け
、

Ｇ
テ

イ
ル

と
が

ん
リ

ス
ク

の
関

連
を

評
価

す
る

と
共

に
、

マ
イ

ク
ロ

R
N

A
な

ど
の

新
規

分
子

と
の

関
連

も
探

索
す

る
。

B
3

喫
煙

関
連

が
ん

の
遺

伝
子

型
特

性
1
0
,0

0
0

類
　

喫
煙

は
強

力
な

が
ん

発
生

要
因

で
あ

る
が

、
ど

の
遺

伝
子

型
を

持
っ

た
者

で
感

受
性

が
高

い
の

か
全

貌
が

明
ら

か
に

な
っ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
。

本
コ

ー
ホ

ー
ト

研
究

の
デ

ー
タ

及
び

検
体

を
用

い
て

喫
煙

感
受

性
遺

伝
子

型
を

探
索

検
証

し
、

関
連

を
修

飾
す

る
生

体
指

標
を

探
索

す
る

。

B
4

既
存

大
規

模
コ

ー
ホ

ー
ト

研
究

を
用

い
て

の
生

体
指

標
研

究
1
0
,0

0
0

類
　

女
性

ホ
ル

モ
ン

に
関

連
す

る
生

体
指

標
と

生
活

習
慣

の
関

連
を

、
本

コ
ー

ホ
ー

ト
研

究
を

利
用

し
て

探
索

検
証

し
、

乳
が

ん
の

発
生

リ
ス

ク
評

価
に

役
立

て
る

。

B
5

大
腸

が
ん

の
遺

伝
子

環
境

交
互

作
用

1
0
,0

0
0

類
　

大
腸

が
ん

の
発

生
リ

ス
ク

に
関

与
す

る
遺

伝
子

多
型

と
生

活
習

慣
と

の
交

互
作

用
を

検
討

す
る

た
め

に
、

M
T
H

F
R

と
葉

酸
及

び
メ

チ
オ

ニ
ン

摂
取

量
、

V
D

R
と

カ
ル

シ
ウ

ム
及

び
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ

摂
取

量
な

ど
を

本
コ

ー
ホ

ー
ト

研
究

を
利

用
し

て
検

討
す

る
。

C
海

外
共

同
研

究
　

ア
ジ

ア
各

国
と

の
共

同
研

究
や

日
系

移
民

研
究

は
相

手
国

研
究

グ
ル

ー
プ

と
の

信
頼

関
係

の
も

と
に

継
続

さ
れ

て
き

た
。

国
際

疫
学

研
究

は
ア

ジ
ア

で
の

が
ん

予
防

及
び

日
系

人
で

の
が

ん
予

防
に

不
可

欠
の

も
の

で
あ

り
、

継
続

す
る

こ
と

に
よ

り
そ

の
成

果
を

あ
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

C
1

ア
ジ

ア
に

お
け

る
が

ん
の

民
族

疫
学

研
究

1
5
,0

0
0

類
　

ア
ジ

ア
の

各
民

族
は

遺
伝

体
質

が
日

本
人

に
比

較
的

近
く
、

生
活

習
慣

に
お

い
て

も
共

通
す

る
部

分
が

あ
る

。
要

因
と

が
ん

発
生

リ
ス

ク
と

の
関

連
が

民
族

を
超

え
て

観
察

さ
れ

る
か

ど
う

か
を

本
研

究
で

は
検

証
し

、
因

果
関

係
の

確
認

や
予

防
方

法
の

確
立

に
役

立
て

る
。

C
2

日
系

移
民

に
対

す
る

疫
学

研
究

1
0
,0

0
0

類
　

要
因

と
が

ん
発

生
リ

ス
ク

と
の

関
連

が
同

じ
遺

伝
的

背
景

を
持

つ
日

系
人

に
お

い
て

も
観

察
さ

れ
る

か
検

証
す

る
。

日
本

人
で

得
ら

れ
た

研
究

成
果

が
ど

の
程

度
普

遍
性

が
あ

る
か

を
確

認
す

る
。

D
介

入
研

究
　

観
察

研
究

か
ら

得
ら

れ
た

疫
学

知
見

に
基

づ
き

、
ど

の
よ

う
な

予
防

方
法

が
有

効
で

あ
る

か
を

検
証

す
る

た
め

に
は

介
入

研
究

が
必

要
と

な
る

。
特

定
領

域
研

究
（
平

成
1
６

-
2
1
年

度
）
に

開
始

さ
れ

た
介

入
研

究
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
新

規
介

入
研

究
を

開
始

す
る

。

D
1

大
腸

が
ん

の
予

防
介

入
研

究
1
5
,0

0
0

類
　

大
腸

の
ab

e
rr

an
t 

c
ry

pt
 f
o
c
iを

指
標

と
し

て
、

G
S
T
-
π

特
異

的
阻

害
剤

で
の

化
学

予
防

を
実

施
し

、
合

わ
せ

て
生

物
学

的
機

序
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

。

D
2

前
立

腺
が

ん
の

予
防

介
入

研
究

1
5
,0

0
0

類
　

前
立

腺
が

ん
ハ

イ
リ

ス
ク

者
に

対
す

る
イ

ソ
フ

ラ
ボ

ン
二

重
盲

検
試

験
を

継
続

し
、

こ
の

研
究

の
中

で
ダ

イ
ゼ

イ
ン

を
エ

コ
ー

ル
に

代
謝

す
る

機
序

を
確

定
す

る
。

D
3

肝
が

ん
の

予
防

介
入

研
究

1
5
,0

0
0

類
　

肝
臓

が
ん

予
防

の
た

め
の

非
環

式
レ

チ
ノ

イ
ド

の
第

２
相

試
験

が
行

わ
れ

て
い

る
。

こ
れ

に
関

連
し

て
生

体
指

標
の

変
化

の
検

証
を

行
い

、
更

に
有

効
な

発
が

ん
予

防
方

法
を

検
討

す
る

。

が
ん

疫
学

・
予

防
支

援
活

動

（
以

下
「
分

子
疫

学
コ

ー
ホ

ー
ト

試
料

な
ど

を
利

用
し

た
付

随
研

究
」
）
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想
定

さ
れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
別

「
新

た
に

３
分

野
を

支
援

す
る

仕
組

み
」
に

お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容
事

　
　

　
項

E
Ａ

Ｔ
Ｌ

研
究

の
総

合
的

な
支

援

　
A

T
L
は

我
が

国
特

有
の

病
気

で
あ

り
、

科
研

費
に

よ
っ

て
長

年
に

わ
た

っ
て

研
究

が
支

援
さ

れ
、

そ
の

結
果

我
が

国
の

研
究

者
が

中
心

と
な

っ
て

病
因

の
解

明
に

貢
献

し
て

来
た

。
こ

う
し

た
成

果
に

よ
り

、
A

T
L
は

若
年

層
の

感
染

者
数

は
減

少
し

て
い

る
が

、
一

方
で

現
時

点
の

年
間

A
T
L
発

症
数

は
1
0
0
0
例

を
超

え
て

お
り

、
以

前
と

比
べ

て
む

し
ろ

増
加

し
て

い
る

。
今

後
ま

だ
感

染
者

か
ら

の
A

T
L
発

症
は

続
く
と

考
え

ら
れ

る
。

既
に

妊
婦

や
献

血
者

に
対

し
感

染
告

知
が

行
わ

れ
て

い
る

。
従

っ
て

、
発

症
予

防
、

早
期

の
A

T
L
の

治
療

を
視

野
に

入
れ

た
疫

学
・
分

子
疫

学
研

究
を

推
進

す
る

。

E
1

A
T
L
の

発
症

予
防

と
治

療
開

発
の

た
め

の
連

携
支

援
2
0
,0

0
0

総
・
類

　
本

活
動

で
は

治
療

的
ワ

ク
チ

ン
、

抗
体

療
法

等
の

免
疫

学
的

ア
プ

ロ
ー

チ
を

主
体

と
し

た
、

A
T
L
の

発
症

予
防

及
び

治
療

方
法

の
開

発
を

目
指

し
、

疫
学

研
究

を
支

援
す

る
。

本
活

動
は

疫
学

研
究

の
発

展
を

目
的

と
し

た
総

合
研

究
で

あ
る

こ
と

か
ら

本
活

動
の

実
施

者
は

、
免

疫
抑

制
機

序
の

解
明

、
T
細

胞
応

答
の

診
断

方
法

の
開

発
、

生
体

内
の

ウ
イ

ル
ス

発
現

調
節

機
序

の
解

明
及

び
ワ

ク
チ

ン
開

発
等

を
行

う
こ

と
を

支
援

の
一

環
と

位
置

づ
け

る
と

同
時

に
、

組
織

内
の

密
接

な
連

携
を

図
り

、
一

体
と

な
っ

て
運

営
す

る
こ

と
に

よ
り

本
疾

患
の

制
圧

の
た

め
に

本
活

動
の

円
滑

な
遂

行
を

目
指

す
。

E
2

Ａ
Ｔ

Ｌ
の

C
C

R
4
抗

体
治

療
（
臨

床
）

1
5
,0

0
0

支
　

現
在

進
行

中
の

A
T
L
に

対
す

る
ヒ

ト
型

C
C

R
4
抗

体
の

臨
床

試
験

の
途

中
経

過
は

大
変

期
待

で
き

る
も

の
で

あ
る

。
本

研
究

班
で

は
C

C
R

4
抗

体
治

療
に

対
す

る
感

受
性

の
個

体
差

や
再

発
に

つ
い

て
検

討
し

、
効

果
機

序
に

関
す

る
解

析
を

行
い

、
が

ん
治

療
研

究
の

支
援

に
資

す
る

。

E
3

H
T
L
V

-
Ⅰ

遺
伝

子
の

発
が

ん
機

序
の

研
究

（
分

子
生

物
）

1
0
,0

0
0

類
　

A
T
L
は

ウ
イ

ル
ス

腫
瘍

と
し

て
の

共
通

性
と

症
例

毎
の

個
体

差
を

合
わ

せ
持

つ
た

め
、

分
子

生
物

学
的

な
解

析
は

欠
か

せ
な

い
。

全
て

の
感

染
細

胞
に

発
現

し
て

い
る

新
し

い
ウ

イ
ル

ス
遺

伝
子

の
発

見
か

ら
、

A
T
L
細

胞
の

が
ん

化
機

序
の

解
明

が
さ

ら
に

進
展

す
る

可
能

性
が

あ
り

、
こ

の
よ

う
な

が
ん

研
究

の
支

援
に

資
す

る
。

E
4

Ａ
Ｔ

Ｌ
の

N
F
κ

B
活

性
化

機
序

に
関

す
る

研
究

（
分

子
生

物
）

1
0
,0

0
0

類
　

A
T
L
の

発
症

に
は

N
F
κ

B
の

活
性

化
が

関
与

し
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
お

り
、

研
究

の
焦

点
は

N
F
κ

B
シ

グ
ナ

ル
の

上
流

へ
徐

々
に

し
ぼ

ら
れ

て
来

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
、

H
T
L
V

-
I発

が
ん

機
序

を
担

う
細

胞
側

の
因

子
に

関
す

る
解

析
は

、
A

T
L
の

新
た

な
治

療
法

の
開

発
の

支
援

と
し

て
重

要
で

あ
る

。

E
5

H
T
L
V

-
Ⅰ

の
宿

主
応

答
に

関
す

る
研

究
（
免

疫
）

5
,0

0
0

類
　

こ
れ

ま
で

の
免

疫
学

的
な

研
究

結
果

か
ら

は
、

H
T
L
V

-
I特

異
的

T
細

胞
応

答
の

低
い

感
染

者
群

に
対

す
る

治
療

的
ワ

ク
チ

ン
が

発
症

予
防

に
つ

な
が

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

T
細

胞
応

答
の

診
断

方
法

の
開

発
及

び
ワ

ク
チ

ン
開

発
を

行
う

。

E
6

H
T
L
V

-
Ⅰ

感
染

者
の

追
跡

調
査

（
疫

学
）

7
,0

0
0

支
　

従
来

の
疫

学
班

内
で

感
染

者
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
た

め
に

感
染

者
登

録
シ

ス
テ

ム
を

立
ち

上
げ

た
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

は
近

い
将

来
、

発
症

予
防

の
観

点
か

ら
有

用
に

な
る

と
思

わ
れ

る
の

で
こ

れ
を

維
持

し
、

A
T
L
に

関
す

る
追

跡
調

査
を

続
行

す
る

。

E
7

H
T
L
V

-
Ⅰ

感
染

者
の

追
跡

調
査

（
分

子
疫

学
）

7
,0

0
0

支
　

感
染

者
登

録
シ

ス
テ

ム
で

は
登

録
者

の
細

胞
，

遺
伝

子
試

料
を

一
部

保
存

す
る

と
と

も
に

、
プ

ロ
ウ

イ
ル

ス
量

を
測

定
し

デ
ー

タ
を

蓄
積

し
て

い
る

。
こ

れ
は

ウ
イ

ル
ス

定
量

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
感

染
者

に
還

元
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
可

能
な

範
囲

で
こ

れ
を

継
続

す
る

。

小
計

4
6
9
,0

0
0

④

　
こ

れ
ま

で
、

我
が

国
の

多
く
の

が
ん

研
究

者
が

臨
床

応
用

（
臨

床
診

断
）
の

可
能

性
を

示
唆

す
る

研
究

成
果

を
報

告
し

て
い

る
が

、
多

施
設

間
で

の
評

価
が

円
滑

に
行

わ
れ

な
か

っ
た

た
め

、
臨

床
応

用
に

結
び

つ
か

な
か

っ
た

。
本

委
員

会
は

、
こ

れ
ら

の
問

題
点

を
克

服
す

る
た

め
、

基
礎

研
究

で
得

ら
れ

た
成

果
を

研
究

者
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
臨

床
の

場
で

多
数

の
患

者
さ

ん
の

試
料

を
用

い
て

検
証

し
、

社
会

へ
の

還
元

を
速

や
か

に
行

う
た

め
の

も
の

で
あ

る
。

が
ん

の
新

し
い

診
断

法
の

開
発

に
は

常
に

最
先

端
の

手
法

や
情

報
を

維
持

し
提

供
す

る
こ

と
が

不
可

欠
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
臨

床
応

用
を

多
面

的
な

角
度

で
考

え
つ

つ
、

世
界

的
な

レ
ベ

ル
で

が
ん

の
基

礎
研

究
に

基
づ

い
た

支
援

を
す

る
こ

と
が

不
可

欠
で

あ
る

。
A

ー
C

の
支

援
組

織
は

、
常

時
最

先
端

の
知

識
・
情

報
を

共
有

し
て

い
く
こ

と
が

よ
り

効
率

的
で

あ
る

こ
と

は
確

実
で

あ
り

、
一

体
と

な
っ

た
組

織
の

構
築

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
る

。

A
正

確
な

臨
床

情
報

の
伴

う
腫

瘍
サ

ン
プ

ル
の

収
集

4
0
,0

0
0

総
・
支

　
各

が
ん

腫
の

診
断

や
治

療
に

必
要

と
さ

れ
る

臨
床

デ
ー

タ
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

作
成

（
画

像
診

断
・
生

化
学

検
査

デ
ー

タ
・
病

理
診

断
・
治

療
情

報
・
副

作
用

情
報

・
予

後
情

報
な

ど
の

詳
細

な
情

報
の

収
集

）
、

試
料

保
管

設
備

、
腫

瘍
や

血
液

D
N

A
・
血

清
の

収
集

を
行

う
。

B
新

規
の

が
ん

診
断

法
の

有
用

性
の

科
学

的
評

価
に

必
要

な
が

ん
臨

床
試

料
を

用
い

た
迅

速
評

価
系

の
構

築
と

支
援

3
0
,0

0
0

支
　

基
礎

研
究

に
よ

っ
て

、
が

ん
の

発
見

、
再

発
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
治

療
に

対
す

る
効

果
予

測
、

予
後

予
測

な
ど

に
応

用
可

能
で

あ
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

マ
ー

カ
ー

を
臨

床
応

用
す

る
た

め
の

評
価

系
の

作
成

。
A

に
お

い
て

収
集

さ
れ

た
材

料
を

用
い

た
評

価
方

法
の

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

。

C
早

期
が

ん
・
が

ん
再

発
を

検
出

す
る

診
断

法
と

個
別

化
治

療
を

可
能

と
す

る
悪

性
度

診
断

法
の

開
発

支
援

2
5
,0

0
0

支
　

B
に

お
け

る
検

討
で

臨
床

的
に

有
意

と
考

え
ら

れ
る

デ
ー

タ
が

得
ら

れ
た

場
合

に
お

け
る

、
追

加
資

料
の

収
集

と
そ

れ
ら

を
利

用
し

た
最

終
的

な
評

価
（
全

国
の

臨
床

医
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

よ
る

研
究

支
援

体
制

の
確

立
と

そ
れ

ら
を

利
用

し
た

大
規

模
な

臨
床

評
価

）
を

実
行

す
る

。

小
計

9
5
,0

0
0

臨
床

診
断

研
究

支
援

活
動

28



想
定

さ
れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
別

「
新

た
に

３
分

野
を

支
援

す
る

仕
組

み
」
に

お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容
事

　
　

　
項

⑤
化

学
療

法
基

盤
支

援
活

動

　
本

活
動

は
、

科
研

費
の

支
援

に
よ

り
新

規
抗

が
ん

剤
開

発
を

行
っ

て
い

る
研

究
者

に
対

し
て

、
細

胞
レ

ベ
ル

か
ら

in
 s

ili
c
o
ま

で
、

多
彩

な
活

性
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

基
盤

を
整

備
す

る
と

共
に

、
国

内
で

の
革

新
的

が
ん

治
療

薬
開

発
の

総
合

的
支

援
を

行
う

。

A
研

究
総

括
、

Ｈ
Ｐ

構
築

・
維

持
、

デ
ー

タ
管

理
、

阻
害

剤
キ

ッ
ト

の
配

付
1
0
,0

0
0

総
・
支

　
本

支
援

班
は

、
最

新
の

抗
が

ん
剤

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
、

化
合

物
な

ら
び

に
抗

が
ん

剤
開

発
関

連
情

報
な

ど
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
研

究
者

に
よ

る
新

抗
が

ん
物

質
発

見
の

効
率

を
高

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
A

-
E
の

支
援

は
、

そ
れ

を
実

現
す

る
た

め
に

必
須

の
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

で
あ

り
、

一
体

と
な

っ
た

運
営

、
情

報
の

共
有

に
よ

っ
て

極
め

て
効

率
よ

く
、

質
の

高
い

支
援

を
行

い
得

る
。

し
た

が
っ

て
、

本
支

援
班

の
代

表
は

、
A

-
E
の

支
援

組
織

に
最

新
の

情
報

と
助

言
を

提
供

し
、

B
-
D

の
支

援
で

扱
う

デ
ー

タ
を

集
積

し
た

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
構

築
・
管

理
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

強
力

な
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
し

、
本

支
援

全
体

を
総

括
す

る
。

ま
た

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

通
じ

、
こ

れ
ら

の
支

援
を

研
究

者
が

広
く
利

用
で

き
る

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ス
テ

ム
を

確
立

す
る

と
と

も
に

、
抗

が
ん

剤
開

発
に

関
わ

る
基

盤
的

情
報

を
発

信
す

る
。

さ
ら

に
、

各
種

の
既

知
阻

害
剤

か
ら

成
る

標
準

阻
害

剤
キ

ッ
ト

を
作

成
し

、
国

内
の

研
究

者
に

配
布

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
新

規
分

子
標

的
と

そ
の

阻
害

剤
探

索
の

研
究

を
支

援
す

る
。

B
が

ん
細

胞
パ

ネ
ル

を
用

い
た

新
規

抗
が

ん
剤

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
2
5
,0

0
0

支
　

科
研

費
の

支
援

を
受

け
て

い
る

が
ん

研
究

者
の

要
望

に
応

じ
、

各
研

究
者

が
提

供
す

る
新

規
化

合
物

の
、

各
種

が
ん

由
来

の
標

準
細

胞
株

3
9
種

（
が

ん
細

胞
パ

ネ
ル

）
に

対
す

る
増

殖
阻

害
活

性
を

評
価

し
、

さ
ら

に
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

解
析

に
よ

っ
て

増
殖

阻
害

プ
ロ

フ
ィ

ル
を

既
知

抗
が

ん
剤

と
比

較
し

、
評

価
結

果
を

提
供

す
る

。
（
Ｃ

）
の

評
価

と
連

携
す

る
こ

と
で

多
次

元
的

な
化

合
物

評
価

が
可

能
と

な
る

。

C
標

的
分

子
特

異
的

阻
害

物
質

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

2
5
,0

0
0

支
　

科
研

費
の

支
援

を
受

け
て

い
る

が
ん

研
究

者
の

要
望

に
応

じ
、

各
研

究
者

が
提

供
す

る
新

規
化

合
物

の
、

が
ん

治
療

の
鍵

と
な

る
各

種
分

子
標

的
に

対
す

る
阻

害
活

性
を

測
定

し
、

評
価

結
果

を
提

供
す

る
。

D
化

合
物

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
構

築
・
整

備
1
5
,0

0
0

支
　

新
規

阻
害

物
質

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
に

用
い

る
た

め
、

化
合

物
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
の

構
築

・
整

備
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
を

支
援

す
る

。

E
バ

イ
オ

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
に

よ
る

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
支

援
2
0
,0

0
0

支
　

臨
床

検
体

や
が

ん
細

胞
に

つ
い

て
蓄

積
さ

れ
た

体
系

的
ゲ

ノ
ム

情
報

を
、

新
規

抗
が

ん
剤

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
や

薬
剤

の
効

果
予

測
に

有
効

活
用

す
る

た
め

、
化

合
物

の
講

造
、

作
用

な
ら

び
に

遺
伝

子
発

現
な

ど
を

統
合

し
た

包
括

的
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

・
拡

張
し

つ
つ

、
バ

イ
オ

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
に

よ
っ

て
抗

が
ん

剤
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

を
支

援
す

る
。

小
計

9
5
,0

0
0

総
合

計
8
6
0
,0

0
0
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「ゲノム研究分野」の特性等を踏まえた
支援活動の概要

ゲノム分野における
今後の研究の方向性と支援の必要性

• ゲノム関連データの膨大な蓄積と生体計測観測技術（次世代型
シーケンサ等）の飛躍的な発展を基盤として以下の研究が進展

– 生命システム・メカニズム解明（システムゲノム科学）

– ヒト疾患・体質の遺伝的基盤解明（ゲノム医科学）

– 環境・生態ダイナミックスの解明（ゲノム環境学）

– 生命科学全般で仮説の精密化とデータ駆動型科学の展開

• 研究コミュニティ（科研費採択課題）に開かれた支援活動が必要

– これまで蓄積された設備、情報、技術、人材の活用

– 国際的視野に立ったゲノム研究推進戦略に基づく支援

– 緊密に連携した３つの支援活動とこれを束ねる総括支援活動
• 大規模ゲノム情報生産および研究リソース構築

• ゲノム医科学推進

• 情報解析

– 透明性、公平性、客観性を確保した支援課題の選定
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ゲノム分野における支援活動の全体像と役割分担

総括支援活動
全体戦略、支援方針

支援課題審査、国際連携
ワークショップ、社会と接点研究

ゲノム医科学推進支援活動
大規模SNP解析、個人ゲノム解析

リソース収集、臨床データの管理
疾患探索の新技術開発

情報解析支援活動
ゲノムアセンブル、多型解析、比較解析

アノテーション（データの意味付け）
情報解析支援のための新技術開発、人材育成

大規模ゲノム情報生産および
研究リソース構築支援活動
ゲノム、トランスクリプトーム、エピゲノム

メタゲノム、リソース構築提供
ゲノム情報生産支援のための新技術開発

指導監督

シークエンス依頼

データ解析依頼データ解析依頼

基盤研究

支援依頼支援依頼

新学術領域研究

解
析
結
果
返
却

解
析
結
果
返
却

指導監督

指導監督

総括支援活動

• 目的
- 総括支援活動は、科研費により支援される個々の研究者や研究グループが、これまでの
ゲノム研究において蓄積された設備、情報、技術、を生かした研究を、容易にかつ効率
よく推進できるように支援するためのもの

- ３種類の支援活動（大規模ゲノム情報生産および研究リソース構築、ゲノム医科学推進、
情報解析）の効率的な運営や緊密な連携のための活動を行う

- 多様なゲノム研究分野の推進戦略を国際的な視野で立案し、それに沿った支援を行う
- 分野融合、国際連携、人材育成などのために国際シンポジウムやフォーラムを開催する
- ゲノム研究におけるELSI（倫理的、法的、社会的問題）対応などの社会との接点活動を
行う

• 活動内容
- ゲノム研究推進の全体戦略立案
- 支援方策の策定、支援課題の募集、審査
- 支援活動の監督、指導
- 支援に基づく研究グループの組織化、合同班会議
- シンポジウムの開催、若手育成ワークショップ
- 国際連携、国内連携の連絡調整、共同研究の促進
- 社会との接点活動（公開講演会や研究展示交流会など）
- データアクセス、データ利用に関する管理体制構築
- 個人ゲノムなどデータ利用希望者の上記に基づく審査
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大規模ゲノム情報生産及び
研究リソース構築支援活動

• 背景と目的

- 次世代型シーケンサの実用化により、生命科学のかなりの領域において、
ゲノムDNAやcDNAの構造、網羅的遺伝子発現プロファイル、エピゲノム調節
などのゲノム情報の重要性が一層高まる

- わが国の研究の一層の高度化と効率化を進め、国際的プレゼンスを維持し
向上させるため、以下の支援活動と高度な支援のための研究開発を展開する

• 支援内容

- 大規模ゲノムシークエンシング、トランスクリプトームデータ産生支援活動

- 個人ゲノムシーケンシング、エピゲノムデータ産生、メタゲノムデータ産生支援
活動

- リソース構築・提供（DNA、cDNAライブラリ、変異体材料（DNA、セルライン））
支援活動

• 高度な支援のための研究開発

- 解析の微量化、高速化、新たな利用法の開発

- 次々世代ゲノム解析装置に向けた技術開発

ゲノム医科学推進支援活動

• 背景と目的
- ゲノム医科学研究においては、患者試料、臨床情報などの大規模リソースの集積、
これらを対象としたゲノム全域に対する多型解析に基づく疾患関連遺伝子の探索
が重要

- 次世代型シーケンサによる、候補領域やゲノム全域を対象とした配列再解析が
必要

- 他の支援活動と連携してゲノム医科学研究の推進に必要な支援と研究開発を
行うことにより、ゲノム医学研究の国際的優位性を維持しさらに高めることを
目指す

• 支援内容
- 患者試料などのリソースの収集支援活動
- 大規模ＳＮＰタイピング支援活動
- 個人ゲノムシーケンス（大規模ゲノム情報生産活動、情報解析支援活動と連携）
- 臨床情報を含む個人データの管理と解析に関する支援活動
- ゲノム再解読、転写調節、エピゲノムなどの高度な解析技術の提供

• 高度な支援のための研究開発
- 上記の支援に必要な疾患遺伝子探索のための技術や方法論の開発
- 個人ゲノムデータの利用法、管理法

33



情報解析支援活動

• 背景と目的

- ゲノム情報は、その質・量共に飛躍的に増大しており、その解析には極めて
高度な情報科学とそれを基盤とした情報技術(IT)が必要

- 本支援活動においては、他の支援活動と連携して、ゲノム配列データの生物学
的医学的意味付けや疾患遺伝子探索などを始めとする高度な情報解析技術を
支援することにより、また、そのために必要な研究開発を推進することにより
科研費により、ゲノム情報を基盤とした研究の国際的優位性を維持しさらに
高めることを目指す

• 支援内容

- ゲノムアセンブル、ｃＤＮＡマッピング、多型解析、比較ゲノム解析、アノテーショ
ン、疾患遺伝子探索、データベース構築、リソース管理 などの情報解析支援
活動

• 高度な支援のための研究開発

- 大規模データの情報解析技術の開発

- 疾患・体質関連遺伝の探索手法の開発

- ゲノム研究に必要な情報解析技術全般の研究

- 情報解析が行える人材育成
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【
ゲ

ノ
ム

研
究

分
野

：
「
仕

組
み

」
の

制
度

設
計

 事
項

別
整

理
表

】
注

）
「
種

別
」
欄

に
は

、
「
総

括
班

的
活

動
」
に

該
当

す
る

場
合

に
は

「
総

」
、

「
支

援
班

的
活

動
」
に

該
当

す
る

場
合

に
は

「
支

」
、

「
総

括
班

・
支

援
班

的
活

動
に

類
す

る
活

動
」
に

該
当

す
る

場
合

に
は

「
類

」
を

記
載

し
て

い
る

。
な

お
、

複
数

該
当

す
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
記

載
し

て
い

る
。

想
定

さ
れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
別

「
新

た
に

３
分

野
を

支
援

す
る

仕
組

み
」
に

お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容

①
総

括
支

援
活

動

　
総

括
支

援
活

動
は

、
科

研
費

に
よ

り
支

援
さ

れ
る

個
々

の
研

究
者

や
研

究
グ

ル
ー

プ
が

、
こ

れ
ま

で
の

ゲ
ノ

ム
研

究
に

お
い

て
蓄

積
さ

れ
た

設
備

、
情

報
、

技
術

を
生

か
し

た
研

究
を

、
容

易
に

か
つ

効
率

よ
く
推

進
で

き
る

よ
う

に
支

援
す

る
た

め
の

も
の

で
あ

る
。

支
援

の
た

め
に

、
３

種
類

の
支

援
活

動
（
大

規
模

ゲ
ノ

ム
情

報
生

産
及

び
研

究
リ

ソ
ー

ス
構

築
、

ゲ
ノ

ム
医

科
学

推
進

、
情

報
解

析
）
を

行
う

が
、

こ
れ

ら
の

活
動

の
、

透
明

性
、

公
平

性
、

客
観

性
を

確
保

し
た

、
効

率
的

な
運

営
や

緊
密

な
連

携
の

た
め

の
活

動
を

行
う

。
そ

の
た

め
に

、
ゲ

ノ
ム

生
物

学
、

ゲ
ノ

ム
医

科
学

、
シ

ス
テ

ム
ゲ

ノ
ム

科
学

、
応

用
ゲ

ノ
ム

科
学

な
ど

の
多

様
な

ゲ
ノ

ム
研

究
分

野
の

推
進

戦
略

を
国

際
的

な
視

野
に

立
っ

て
立

案
し

、
そ

れ
に

沿
っ

た
支

援
を

目
指

す
。

ま
た

、
ゲ

ノ
ム

情
報

を
基

盤
と

し
た

研
究

に
は

、
分

野
融

合
、

国
際

連
携

、
人

材
育

成
な

ど
が

不
可

欠
で

あ
り

、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
や

フ
ォ

ー
ラ

ム
な

ど
を

積
極

的
に

開
催

し
て

こ
れ

ら
に

対
応

す
る

。
こ

れ
ら

に
加

え
、

ゲ
ノ

ム
研

究
の

推
進

に
は

E
L
S
I（

倫
理

的
、

法
的

、
社

会
的

問
題

）
を

は
じ

め
と

し
た

さ
ま

ざ
ま

な
問

題
へ

の
十

分
な

配
慮

が
と

く
に

必
要

で
あ

り
、

そ
の

た
め

の
社

会
と

の
接

点
活

動
を

行
う

。

1
ゲ

ノ
ム

研
究

推
進

の
全

体
戦

略
立

案
3
,0

0
0

総
　

効
率

的
か

つ
有

効
な

支
援

を
行

う
た

め
に

、
国

際
的

な
視

野
に

立
っ

て
、

我
が

国
に

お
け

る
ゲ

ノ
ム

研
究

の
戦

略
を

立
案

す
る

。
こ

れ
を

研
究

の
進

展
と

と
も

に
随

時
見

直
し

を
図

る
。

こ
の

戦
略

に
基

づ
き

、
ま

た
、

研
究

の
進

展
状

況
に

応
じ

て
支

援
体

制
、

支
援

方
策

の
あ

り
方

、
デ

ー
タ

共
有

方
針

な
ど

の
検

討
を

行
う

。
こ

れ
を

も
と

に
支

援
活

動
に

対
し

て
助

言
・
指

導
・
監

督
を

行
う

。

2
支

援
方

策
の

策
定

、
支

援
課

題
の

募
集

、
審

査
2
,0

0
0

総
　

科
研

費
に

よ
り

支
援

さ
れ

る
個

々
の

研
究

者
や

研
究

グ
ル

ー
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か
ら

支
援

希
望
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、
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要
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国
際

性
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観
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応
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援
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す
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の

た
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際

、
審

査
の

客
観

性
、

透
明
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平
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3
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活
動
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2
5
,0

0
0

総
　

国
際

的
な

交
流

や
情

報
発

信
の

た
め

に
、

い
く
つ

か
の

テ
ー

マ
ご

と
に

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
す

る
。

融
合

人
材

の
育

成
の

た
め

に
若

手
育

成
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
す

る
。

6
国

際
連

携
、

国
内

連
携

の
連

絡
調

整
、

共
同

研
究

の
促

進
1
0
,0

0
0

総
　

支
援

を
有

効
に

効
率

よ
く
行

う
た

め
に

、
国

際
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

国
内

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
連

絡
調

整
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
共

同
研

究
推

進
の

斡
旋

を
す

る
。

ま
た

、
そ

の
た

め
の

国
内

外
の

調
査

活
動

も
あ

わ
せ

て
行

う
。

7
社

会
と

の
接

点
活

動
（
公

開
講

演
会

や
研

究
展

示
交

流
会

な
ど

）
3
0
,0

0
0

総

　
ゲ

ノ
ム

研
究

に
お

い
て

は
、

社
会

と
の

接
点

活
動

が
と

り
わ

け
重

要
で

あ
る

。
こ

れ
ま

で
行

っ
て

き
た

市
民

や
高

校
生

を
対

象
と

し
た

科
学

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
活

動
な

ど
を

引
き

続
き

行
う

。
ま

た
、

こ
の

よ
う

な
活

動
を

基
盤

に
し

て
、

例
え

ば
個

人
ゲ

ノ
ム

時
代

に
対

応
し

た
新

た
な

生
命

倫
理

の
あ

り
方

な
ど

に
関

す
る

幅
広

い
議

論
と

提
言

を
行

う
。

こ
の

よ
う

な
活

動
を

担
う

人
材

が
不

足
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

た
め

の
人

材
育

成
に

も
配

慮
す

る
。

8
デ

ー
タ

ア
ク

セ
ス

、
デ

ー
タ

利
用

に
関

す
る

管
理

体
制

構
築

1
0
,0

0
0

総
　

本
支

援
活

動
に

よ
り

得
ら

れ
た

個
人

ゲ
ノ

ム
デ

ー
タ

や
臨

床
情

報
の

扱
い

に
関

し
て

は
、

生
命

倫
理

や
個

人
情

報
保

護
の

観
点

か
ら

厳
重

な
管

理
体

制
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

し
、

管
理

用
の

専
用

サ
ー

バ
や

専
用

サ
ー

バ
室

を
設

け
、

そ
れ

を
維

持
運

用
す

る
。

9
個

人
ゲ

ノ
ム

な
ど

デ
ー

タ
利

用
希

望
者

の
上

記
に

基
づ

く
審

査
3
,0

0
0

総
　

本
支

援
活

動
に

よ
り

得
ら

れ
た

個
人

ゲ
ノ

ム
デ

ー
タ

や
臨

床
情

報
の

共
有

化
に

関
し

て
は

、
上

に
述

べ
た

よ
う

に
、

生
命

倫
理

や
個

人
情

報
保

護
の

観
点

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
制

御
が

必
要

で
あ

る
。

そ
こ

で
、

こ
れ

ら
の

デ
ー

タ
の

活
用

を
希

望
す

る
研

究
者

か
ら

申
請

を
受

け
付

け
、

そ
れ

を
毎

回
審

査
し

て
利

用
を

許
可

す
る

方
式

を
と

る
。

そ
の

た
め

に
審

査
委

員
会

を
設

け
る

。

小
計

1
0
0
,0

0
0

事
　

　
　

項
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想
定

さ
れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
別

「
新

た
に

３
分

野
を

支
援

す
る

仕
組

み
」
に

お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容
事

　
　

　
項

②
大

規
模

ゲ
ノ

ム
情

報
生

産
及

び
研

究
リ

ソ
ー

ス
構

築
支

援
活

動

　
次

世
代

型
シ

ー
ケ

ン
サ

の
実

用
化

に
よ

り
、

生
命

科
学

の
か

な
り

の
領

域
に

お
い

て
、

ゲ
ノ

ム
D

N
A

や
c
D

N
A

の
構

造
、

網
羅

的
遺

伝
子

発
現

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

、
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

調
節

な
ど

の
ゲ

ノ
ム

を
基

盤
と

し
た

情
報

（
ゲ

ノ
ム

情
報

）
の

重
要

性
が

一
層

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

そ
こ

で
、

我
が

国
の

研
究

の
一

層
の

高
度

化
と

効
率

化
を

進
め

、
国

際
的

プ
レ

ゼ
ン

ス
を

維
持

し
向

上
さ

せ
る

た
め

、
科

研
費

に
よ

り
支

援
さ

れ
る

個
々

の
研

究
者

や
研

究
グ

ル
ー

プ
に

対
し

て
、

ゲ
ノ

ム
情

報
の

産
出

と
そ

れ
に

必
要

な
研

究
リ

ソ
ー

ス
構

築
を

支
援

す
る

活
動

を
展

開
す

る
。

科
研

費
の

支
援

を
受

け
て

い
る

課
題

か
ら

支
援

の
要

望
を

受
付

け
、

そ
れ

を
上

記
総

括
支

援
活

動
に

設
置

す
る

審
査

委
員

会
で

、
ゲ

ノ
ム

研
究

も
し

く
は

ゲ
ノ

ム
情

報
を

活
用

し
た

研
究

と
し

て
の

重
要

性
、

必
要

性
、

発
展

性
、

国
際

性
、

公
共

性
な

ど
の

観
点

か
ら

審
査

し
、

支
援

課
題

を
決

定
す

る
。

審
査

は
で

き
る

だ
け

客
観

性
、

透
明

性
、

公
正

性
を

確
保

す
る

形
で

実
施

す
る

。
支

援
し

た
課

題
に

は
、

一
定

期
間

経
過

後
の

デ
ー

タ
公

開
の

義
務

づ
け

な
ど

、
個

々
の

支
援

が
生

命
科

学
全

般
に

も
波

及
、

貢
献

す
る

よ
う

に
配

慮
す

る
。

1
大

規
模

ゲ
ノ

ム
シ

ー
ク

エ
ン

シ
ン

グ
、

ト
ラ

ン
ス

ク
リ

プ
ト

ー
ム

デ
ー

タ
産

生
支

援
活

動
1
9
0
,0

0
0

支

　
科

研
費

の
支

援
を

受
け

、
か

つ
ゲ

ノ
ム

の
構

造
機

能
研

究
も

し
く
は

ゲ
ノ

ム
を

指
向

し
た

研
究

を
計

画
し

て
い

る
研

究
者

を
対

象
に

、
研

究
遂

行
に

必
要

な
各

種
生

物
の

全
ゲ

ノ
ム

ま
た

は
大

規
模

領
域

の
配

列
決

定
、

及
び

E
S
T
/
完

全
長

ｃ
D

N
A

ラ
イ

ブ
ラ

リ
の

大
規

模
配

列
決

定
、

ト
ラ

ン
ス

ク
リ

プ
ト

ー
ム

解
析

、
転

写
開

始
点

解
析

や
C

h
IP

-
se

q解
析

に
よ

る
転

写
調

節
や

ゲ
ノ

ム
機

能
解

析
の

基
礎

と
な

る
塩

基
配

列
デ

ー
タ

の
産

出
等

を
次

世
代

型
シ

ー
ケ

ン
サ

等
を

駆
使

し
て

支
援

を
行

う
。

さ
ら

に
高

度
な

情
報

解
析

を
必

要
と

す
る

場
合

は
、

情
報

解
析

支
援

活
動

と
連

携
し

て
対

応
す

る
。

2
個

人
ゲ

ノ
ム

シ
ー

ケ
ン

シ
ン

グ
、

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
デ

ー
タ

産
生

、
メ

タ
ゲ

ノ
ム

デ
ー

タ
産

生
支

援
活

動
1
9
0
,0

0
0

支

　
次

世
代

型
シ

ー
ケ

ン
サ

の
実

用
化

に
よ

り
、

個
体

(個
人

)ゲ
ノ

ム
の

シ
ー

ケ
ン

シ
ン

グ
や

、
全

ゲ
ノ

ム
を

対
象

と
し

た
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

研
究

、
大

規
模

な
環

境
ゲ

ノ
ム

研
究

を
遂

行
で

き
る

技
術

基
盤

が
で

き
つ

つ
あ

る
。

本
支

援
活

動
で

は
、

科
研

費
の

支
援

を
受

け
、

か
つ

ゲ
ノ

ム
の

構
造

機
能

研
究

も
し

く
は

ゲ
ノ

ム
を

指
向

し
た

研
究

を
計

画
し

て
い

る
研

究
者

を
対

象
に

、
ヒ

ト
や

モ
デ

ル
生

物
等

を
対

象
と

し
た

再
シ

ー
ケ

ン
シ

ン
グ

や
、

メ
チ

ル
化

部
位

、
ヒ

ス
ト

ン
修

飾
部

位
な

ど
の

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
デ

ー
タ

産
生

、
大

規
模

環
境

ゲ
ノ

ム
デ

ー
タ

産
生

等
に

つ
い

て
、

次
世

代
型

シ
ー

ケ
ン

サ
等

を
駆

使
し

た
支

援
を

行
う

。
さ

ら
に

高
度

な
情

報
解

析
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、
情

報
解

析
支

援
活

動
と

連
携

し
て

対
応

す
る

。

3
リ

ソ
ー

ス
構

築
・
提

供
（
D

N
A

や
c
D

N
A

ラ
イ

ブ
ラ

リ
、

変
異

体
材

料
（
D

N
A

、
セ

ル
ラ

イ
ン

）
な

ど
）
支

援
活

動
5
0
,0

0
0

支

　
科

研
費

の
支

援
を

受
け

、
か

つ
ゲ

ノ
ム

の
構

造
機

能
研

究
も

し
く
は

ゲ
ノ

ム
を

指
向

し
た

研
究

を
計

画
し

て
い

る
研

究
者

を
対

象
に

、
高

度
で

専
門

的
な

技
術

を
必

要
と

す
る

B
A

C
ラ

イ
ブ

ラ
リ

や
完

全
長

c
D

N
A

ラ
イ

ブ
ラ

リ
と

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

提
供

、
そ

の
た

め
に

必
要

な
D

N
A

や
染

色
体

、
セ

ル
ラ

イ
ン

の
調

製
な

ど
、

大
規

模
ゲ

ノ
ム

研
究

、
個

人
ゲ

ノ
ム

研
究

、
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

研
究

、
メ

タ
ゲ

ノ
ム

研
究

等
の

ゲ
ノ

ム
を

対
象

と
し

た
研

究
の

遂
行

に
必

要
な

リ
ソ

ー
ス

の
構

築
に

基
づ

く
研

究
支

援
を

行
う

。

（
以

下
「
高

度
な

支
援

の
た

め
の

研
究

開
発

」
）

4
解

析
の

微
量

化
、

高
速

化
、

新
た

な
利

用
法

の
開

発
1
0
,0

0
0

 類
　

上
記

支
援

活
動

に
関

連
し

、
生

体
計

測
観

測
技

術
の

高
度

化
や

新
技

術
の

実
用

化
等

、
研

究
の

進
展

に
必

要
な

支
援

を
実

施
す

る
た

め
の

準
備

的
開

発
を

行
う

。
具

体
的

に
は

、
次

世
代

型
シ

ー
ケ

ン
サ

を
用

い
た

ゲ
ノ

ム
解

析
の

微
量

化
と

高
速

化
、

関
連

技
術

の
開

発
と

実
用

化
等

、
最

新
の

技
術

に
よ

る
支

援
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

準
備

的
開

発
を

行
う

。

5
次

々
世

代
ゲ

ノ
ム

解
析

装
置

に
向

け
た

技
術

開
発

1
0
,0

0
0

類

　
並

列
型

シ
ー

ケ
ン

サ
に

代
表

さ
れ

る
新

型
解

析
装

置
と

関
連

機
器

の
開

発
及

び
ソ

フ
ト

・
ハ

ー
ド

両
面

で
の

情
報

処
理

能
力

の
増

大
並

び
に

研
究

情
報

の
蓄

積
等

、
生

命
科

学
を

取
り

巻
く
研

究
環

境
の

変
化

が
世

界
規

模
で

急
速

に
進

む
と

予
想

さ
れ

る
。

従
っ

て
、

科
研

費
の

支
援

を
受

け
て

い
る

研
究

者
が

世
界

の
先

端
研

究
と

互
し

て
研

究
を

進
め

る
た

め
に

は
、

例
え

ば
開

発
が

進
ん

で
い

る
次

次
世

代
型

ゲ
ノ

ム
解

析
装

置
等

を
駆

使
し

た
研

究
支

援
を

タ
イ

ム
リ

ー
に

実
施

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
本

項
目

で
は

、
そ

の
た

め
に

必
要

な
支

援
技

術
等

の
開

発
を

先
行

し
て

実
施

す
る

。

小
計

4
5
0
,0

0
0
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想
定

さ
れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
別

「
新

た
に

３
分

野
を

支
援

す
る

仕
組

み
」
に

お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容
事

　
　

　
項

③
ゲ

ノ
ム

医
科

学
推

進
支

援
活

動

　
ゲ

ノ
ム

医
科

学
研

究
に

お
い

て
は

、
疾

患
の

発
症

に
関

わ
る

遺
伝

子
や

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

す
る

た
め

に
、

患
者

試
料

、
臨

床
情

報
な

ど
の

大
規

模
リ

ソ
ー

ス
の

集
積

、
こ

れ
ら

の
リ

ソ
ー

ス
を

対
象

と
し

た
ゲ

ノ
ム

全
域

に
対

す
る

、
5
0
万

-
1
0
0
万

ヶ
所

の
多

型
解

析
に

基
づ

く
疾

患
関

連
遺

伝
子

の
探

索
が

行
わ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
次

世
代

型
シ

ー
ケ

ン
サ

の
発

展
に

よ
り

、
候

補
領

域
も

し
く
は

ゲ
ノ

ム
全

域
を

対
象

と
し

た
配

列
再

解
析

が
行

わ
れ

る
よ

う
に

な
る

。
ゲ

ノ
ム

情
報

か
ら

疾
患

関
連

遺
伝

子
を

決
定

し
て

行
く
た

め
に

は
、

多
型

情
報

、
配

列
情

報
及

び
臨

床
情

報
を

統
合

し
た

高
度

な
情

報
解

析
が

必
要

で
あ

る
が

、
そ

の
た

め
に

は
、

高
度

な
ゲ

ノ
ム

構
造

決
定

技
術

や
ゲ

ノ
ム

情
報

解
析

技
術

な
ど

を
駆

使
し

た
支

援
が

不
可

欠
で

あ
る

。
本

支
援

活
動

に
お

い
て

は
、

他
の

支
援

活
動

と
連

携
し

て
ゲ

ノ
ム

医
科

学
研

究
の

推
進

に
必

要
な

支
援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
科

研
費

に
よ

り
支

援
さ

れ
る

ゲ
ノ

ム
医

学
研

究
の

国
際

的
優

位
性

を
維

持
し

さ
ら

に
高

め
る

こ
と

を
目

指
す

。
支

援
課

題
の

選
定

は
、

上
記

の
大

規
模

ゲ
ノ

ム
情

報
生

産
及

び
研

究
リ

ソ
ー

ス
構

築
支

援
活

動
と

同
様

の
方

針
で

行
う

。

1
患

者
試

料
な

ど
の

リ
ソ

ー
ス

の
収

集
支

援
活

動
1
0
,0

0
0

支
　

支
援

に
採

択
さ

れ
た

疾
患

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

し
て

、
患

者
資

料
、

臨
床

情
報

な
ど

の
収

集
の

支
援

を
行

う
。

2
大

規
模

Ｓ
Ｎ

Ｐ
タ

イ
ピ

ン
グ

支
援

活
動

1
3
0
,0

0
0

支
　

大
規

模
な

患
者

資
料

を
用

い
た

、
精

度
の

高
い

大
規

模
多

型
(S

N
P

)解
析

を
支

援
す

る
。

　
ま

た
、

そ
の

情
報

を
も

と
に

し
た

疾
患

感
受

性
遺

伝
子

の
探

索
研

究
を

方
法

論
、

技
術

面
の

双
方

か
ら

支
援

を
行

う
。

3
個

人
ゲ

ノ
ム

シ
ー

ケ
ン

ス
（
大

規
模

ゲ
ノ

ム
情

報
生

産
活

動
、

情
報

解
析

支
援

活
動

と
連

携
）

5
0
,0

0
0

支
　

患
者

資
料

を
用

い
た

、
精

度
の

高
い

個
人

ゲ
ノ

ム
シ

ー
ケ

ン
シ

ン
グ

を
支

援
し

、
高

度
な

情
報

解
析

の
提

供
に

よ
り

疾
患

関
連

遺
伝

子
探

索
の

支
援

を
行

う
。

4
臨

床
情

報
を

含
む

個
人

デ
ー

タ
の

管
理

と
解

析
に

関
す

る
支

援
活

動
2
0
,0

0
0

支

　
大

規
模

S
N

P
タ

イ
ピ

ン
グ

、
個

人
ゲ

ノ
ム

シ
ー

ケ
ン

ス
の

情
報

と
臨

床
情

報
を

、
信

頼
性

の
高

い
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
ゲ

ノ
ム

配
列

、
コ

ピ
ー

数
、

メ
チ

ル
化

な
ど

の
多

様
性

の
解

析
を

行
う

と
と

も
に

、
疾

患
と

関
連

す
る

多
様

性
情

報
を

探
索

す
る

高
度

の
解

析
技

術
を

提
供

し
、

疾
患

発
症

に
関

与
す

る
遺

伝
子

の
探

索
を

支
援

す
る

。
　

ま
た

、
大

規
模

S
N

P
タ

イ
ピ

ン
グ

、
個

人
ゲ

ノ
ム

シ
ー

ケ
ン

ス
の

情
報

と
臨

床
情

報
の

管
理

に
関

す
る

助
言

を
行

う
。

5
ゲ

ノ
ム

再
解

読
、

転
写

調
節

、
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

な
ど

の
高

度
な

解
析

技
術

の
提

供
1
0
,0

0
0

支
　

疾
患

の
病

態
機

序
解

析
の

た
め

に
、

ゲ
ノ

ム
再

解
読

、
転

写
調

節
、

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
解

析
な

ど
ゲ

ノ
ム

機
能

の
解

析
、

疾
患

の
シ

ス
テ

ム
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
解

明
の

た
め

の
高

度
な

解
析

技
術

を
提

供
す

る
。

（
以

下
「
高

度
な

支
援

の
た

め
の

研
究

開
発

」
）

6
上

記
の

支
援

に
必

要
な

疾
患

遺
伝

子
探

索
の

た
め

の
技

術
や

方
法

論
の

開
発

2
0
,0

0
0

類
　

上
記

の
ゲ

ノ
ム

医
科

学
推

進
支

援
に

必
要

な
、

大
規

模
S
N

P
タ

イ
ピ

ン
グ

、
個

人
ゲ

ノ
ム

シ
ー

ケ
ン

ス
の

情
報

と
臨

床
情

報
を

駆
使

し
た

疾
患

関
連

遺
伝

子
探

索
の

た
め

の
解

析
技

術
や

情
報

処
理

の
方

法
論

の
研

究
開

発
を

行
う

。

7
個

人
ゲ

ノ
ム

デ
ー

タ
の

利
用

法
、

管
理

法
4
0
,0

0
0

類
　

上
記

の
ゲ

ノ
ム

医
科

学
推

進
支

援
に

必
要

な
、

個
人

ゲ
ノ

ム
シ

ー
ケ

ン
ス

の
適

切
な

管
理

及
び

情
報

解
析

シ
ス

テ
ム

の
研

究
開

発
を

行
う

。

小
計

2
8
0
,0

0
0
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想
定

さ
れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
別

「
新

た
に

３
分

野
を

支
援

す
る

仕
組

み
」
に

お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容
事

　
　

　
項

④
情

報
解

析
支

援
活

動

　
ゲ

ノ
ム

構
造

解
析

技
術

の
飛

躍
的

な
進

歩
に

よ
り

、
ゲ

ノ
ム

多
型

、
ゲ

ノ
ム

配
列

情
報

な
ど

の
ゲ

ノ
ム

情
報

は
、

そ
の

質
・
量

共
に

飛
躍

的
に

増
大

し
て

お
り

、
極

め
て

高
度

な
情

報
科

学
と

そ
れ

を
基

盤
と

し
た

情
報

技
術

(I
T
)が

必
要

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
本

支
援

活
動

に
お

い
て

は
、

他
の

支
援

活
動

と
連

携
し

て
、

ゲ
ノ

ム
配

列
デ

ー
タ

の
ア

セ
ン

ブ
ル

、
c
D

N
A

マ
ッ

ピ
ン

グ
、

ア
ノ

テ
ー

シ
ョ

ン
（
生

物
学

的
医

学
的

意
味

付
け

）
な

ど
を

始
め

と
す

る
ゲ

ノ
ム

配
列

情
報

の
解

析
技

術
、

疾
患

関
連

遺
伝

子
の

探
索

に
必

要
な

ゲ
ノ

ム
配

列
多

様
性

情
報

解
析

技
術

、
遺

伝
統

計
学

な
ど

の
高

度
な

情
報

解
析

技
術

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
科

研
費

に
よ

り
支

援
さ

れ
る

、
ゲ

ノ
ム

研
究

及
び

ゲ
ノ

ム
情

報
を

基
盤

と
し

た
研

究
の

国
際

的
優

位
性

を
維

持
し

さ
ら

に
高

め
る

こ
と

を
目

指
す

。
支

援
課

題
の

選
定

は
、

上
記

の
大

規
模

ゲ
ノ

ム
情

報
生

産
及

び
研

究
リ

ソ
ー

ス
構

築
支

援
活

動
と

同
様

の
方

針
で

行
う

。

1
ゲ

ノ
ム

ア
セ

ン
ブ

ル
、

ｃ
Ｄ

Ｎ
Ａ

マ
ッ

ピ
ン

グ
、

多
型

解
析

、
比

較
ゲ

ノ
ム

解
析

、
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
疾

患
遺

伝
子

探
索

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
、

リ
ソ

ー
ス

管
理

　
な

ど
の

情
報

解
析

支
援

活
動

1
6
0
,0

0
0

支
　

上
記

２
類

（
大

規
模

ゲ
ノ

ム
情

報
生

産
及

び
研

究
リ

ソ
ー

ス
構

築
、

ゲ
ノ

ム
医

科
学

推
進

）
の

支
援

活
動

で
産

出
さ

れ
る

塩
基

配
列

や
タ

イ
ピ

ン
グ

な
ど

の
一

次
デ

ー
タ

に
対

し
て

高
度

な
情

報
解

析
技

術
を

駆
使

し
た

支
援

（
デ

ー
タ

の
整

理
や

生
物

学
的

医
学

的
意

味
付

け
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

支
援

、
デ

ー
タ

公
開

支
援

、
な

ど
）
を

行
う

。

（
以

下
「
研

究
開

発
（
バ

イ
オ

・
メ

デ
ィ

カ
ル

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
）
」
）

2
大

規
模

デ
ー

タ
の

情
報

解
析

技
術

の
開

発
3
0
,0

0
0

類
　

上
記

の
情

報
解

析
支

援
に

お
い

て
、

高
度

な
、

か
つ

、
最

先
端

の
支

援
を

実
施

す
る

た
め

、
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
か

ら
の

大
量

デ
ー

タ
の

高
速

な
ア

セ
ン

ブ
ル

、
自

動
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

等
の

研
究

開
発

を
行

う
。

3
疾

患
・
体

質
関

連
遺

伝
の

探
索

手
法

の
開

発
2
0
,0

0
0

類
　

上
記

の
情

報
解

析
支

援
に

お
い

て
、

高
度

な
、

か
つ

、
最

先
端

の
支

援
を

実
施

す
る

た
め

、
メ

デ
ィ

カ
ル

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
（
再

解
読

ゲ
ノ

ム
か

ら
の

疾
患

遺
伝

子
探

索
な

ど
）
の

研
究

開
発

を
行

う
。

4
ゲ

ノ
ム

研
究

に
必

要
な

情
報

解
析

技
術

全
般

の
研

究
2
0
,0

0
0

類
　

こ
れ

か
ら

ま
す

ま
す

多
様

化
、

大
容

量
化

す
る

ゲ
ノ

ム
情

報
に

関
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

解
析

技
術

の
研

究
開

発
を

行
い

、
今

後
急

増
す

る
、

情
報

解
析

の
支

援
需

要
に

対
応

す
る

準
備

を
す

る
。

5
人

材
育

成
2
0
,0

0
0

総
　

生
命

科
学

の
推

進
に

お
い

て
情

報
解

析
の

た
め

の
人

材
不

足
が

大
き

な
問

題
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

問
題

を
解

消
し

、
情

報
解

析
支

援
を

質
量

と
も

に
充

実
さ

せ
る

た
め

に
、

人
材

育
成

を
情

報
解

析
支

援
を

実
施

す
る

現
場

で
行

う
。

小
計

2
5
0
,0

0
0

総
合

計
1
,0

8
0
,0

0
0
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「脳研究分野」の特性等を踏まえた
支援活動の概要

• 日本の脳科学研究全体を俯瞰的に捉えた研究戦略の策定と、
研究支援の方策を検討

• 研究戦略と支援方策にしたがって、裾野の広い脳科学分野の研
究代表者と連携した合同ワークショップやテーマ別シンポジウム
を企画・開催

• 脳リソースや革新的技術・方法論等の開発・提供、および得られ
た成果に関するデータベースの構築と脳科学研究者コミュニティ
への提供を推進

• 脳科学研究者データベースの整備、研究倫理への対応、公開
シンポジウムを通した社会への普及・啓発活動

• 先端技術およびバイオリソースの使用に関する技術講習会と、
数か月程度の期間で先端技術の詳細を習得する短期滞在型技
術研修・交流

• 次世代の脳研究を担う人材の育成

① 総括支援活動
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• ネットワーク化される脳研究者コミュニティを対象に精神・神経疾患
の死後脳バンクの構築

• 標本の作成、サンプルの医療情報を充実するための生前の画像
情報（脳イメージング）、遺伝子情報、その他バイオマーカー（候補）
等のデータを集積

• ヒトのサンプル（凍結脳あるいは組織切片、DNAなど）に関する脳
研究者コミュニティからの要請に応じ、研究内容を検討した上で供
与

➁ 精神・神経疾患研究支援の機能的ブレインバンク支援活動

• 脳特異的な分子の相互作用から高次脳機能と脳神経系の病態
に至るメカニズムの解明に有用な実験動物モデルの開発

• 系統的な脳機能解析の支援

• ネットワーク化される脳科学研究者コミュニティへの独創性の高い
脳モデル動物の供給と系統的な脳機能解析拠点の提供

③ 行動解析融合型プラットホーム支援活動
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• 質量分析法、網羅的解析法等を用いて、脳神経系の機能を担う
タンパク質の解析法を開発・確立することにより、神経細胞の分
子相互作用から脳機能・脳病態の解明をめざす研究を支援

• 抗体を利用する組織化学法を含めた新規脳機能分子の発現解
析法の開発支援

• ネットワーク化される脳科学研究者コミュニティへの独創性の高い
脳機能分子発現解析法の提供

④ 脳分子プロファイリング開発支援活動

• 「脳と心」の情報表現原理の解明をめざす研究を支援
・多数の脳神経細胞活動の同時記録と、電気刺激、薬物注入や光照射
によって脳活動を操作する多機能集積素子の開発
・大規模脳活動計測・操作データの解析ソフトウェア開発

• ＭＲI技術の標準化によるヒト脳計測技術・解析ソフトウェアの開
発と、個人脳データバンクの構築

• ネットワーク化される脳科学研究者コミュニティによる「脳と心」の
個性解明をめざす融合的・学際的脳研究の推進を支援

⑤ 大規模脳活動計測・操作研究支援活動
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• 単一ニューロンにおける同時多次元計測技術の開発支援のため
の可視化プローブの最適化と、共通利用顕微鏡システムの 整備・
改良

• 脳深部における様々な活性信号計測法や神経活動操作法の基
盤技術の開発支援

• 次世代の神経機能イメージング・神経活動操作技術の開発支援

• ネットワーク化される脳科学研究者コミュニティによる革新的な脳
の発生・発達・機能・老化・病態研究の推進支援

⑥ 脳機能プロービング研究支援活動
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【
脳

研
究

分
野

：
「
仕

組
み

」
の

制
度

設
計

 事
項

別
整

理
表

】
注

）
「
種

別
」
欄

に
は

、
「
総

括
班

的
活

動
」
に

該
当

す
る

場
合

に
は

「
総

」
、

「
支

援
班

的
活

動
」
に

該
当

す
る

場
合

に
は

「
支

」
、

「
総

括
班

・
支

援
班

的
活

動
に

類
す

る
活

動
」
に

該
当

す
る

場
合

に
は

「
類

」
を

記
載

し
て

い
る

。
な

お
、

複
数

該
当

す
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
記

載
し

て
い

る
。

想
定

さ
れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
別

「
新

た
に

３
分

野
を

支
援

す
る

仕
組

み
」
に

お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容

①
総

括
支

援
活

動

　
 脳

科
学

は
、

脳
機

能
の

分
子

・
遺

伝
子

生
物

学
、

神
経

細
胞

と
回

路
の

シ
ナ

プ
ス

機
能

、
高

次
脳

機
能

の
シ

ス
テ

ム
神

経
科

学
及

び
病

態
脳

科
学

の
４

つ
の

階
層

か
ら

な
る

多
次

元
の

学
問

領
域

で
あ

り
、

か
つ

研
究

リ
ソ

ー
ス

支
援

や
新

し
い

手
法

の
開

発
に

対
す

る
要

求
度

や
依

存
度

が
極

め
て

高
い

こ
と

が
特

徴
で

あ
る

。
一

方
、

国
際

競
争

が
激

化
し

、
急

速
に

研
究

が
進

展
し

て
い

る
脳

科
学

に
お

い
て

、
我

が
国

の
脳

科
学

研
究

を
格

段
に

加
速

・
発

展
さ

せ
る

た
め

に
は

、
融

合
的

・
学

際
的

脳
科

学
研

究
と

自
由

な
発

想
に

基
づ

く
個

別
的

脳
科

学
研

究
を

協
調

的
に

バ
ラ

ン
ス

よ
く
推

進
す

る
こ

と
が

必
須

で
あ

る
。

本
制

度
設

計
案

の
骨

子
は

、
（
１

）
中

核
拠

点
に

よ
る

包
括

型
脳

科
学

研
究

推
進

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
、

（
２

）
デ

ー
タ

融
合

型
脳

リ
ソ

ー
ス

の
構

築
、

（
３

）
革

新
的

脳
計

測
・
操

作
技

術
の

開
発

と
普

及
で

あ
る

。

 　
『
包

括
型

脳
科

学
研

究
推

進
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
』
で

は
、

日
本

の
脳

科
学

研
究

全
体

を
俯

瞰
的

に
捉

え
た

研
究

戦
略

を
策

定
し

、
国

際
的

な
潮

流
と

将
来

展
望

を
踏

ま
え

て
我

が
国

に
お

け
る

研
究

支
援

の
方

策
を

検
討

す
る

。
そ

し
て

、
こ

の
研

究
戦

略
と

支
援

方
策

に
従

っ
て

、
裾

野
の

広
い

脳
科

学
分

野
の

基
盤

研
究

や
新

学
術

領
域

研
究

の
研

究
代

表
者

と
連

携
し

た
合

同
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
テ

ー
マ

別
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

企
画

・
開

催
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

個
々

の
研

究
者

が
持

つ
脳

科
学

研
究

に
関

す
る

幅
広

い
先

端
的

知
識

の
共

有
、

研
究

の
将

来
展

望
、

研
究

者
間

の
情

報
交

換
や

若
手

研
究

者
の

育
成

を
支

援
す

る
。

ま
た

、
脳

リ
ソ

ー
ス

や
革

新
的

技
術

・
方

法
論

等
の

開
発

・
提

供
、

及
び

得
ら

れ
た

成
果

に
関

す
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
と

脳
科

学
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

へ
の

提
供

を
推

進
す

る
。

こ
の

よ
う

に
、

本
支

援
組

織
で

は
、

中
核

拠
点

の
下

に
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

さ
れ

う
る

サ
ブ

拠
点

を
設

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
脳

研
究

リ
ソ

ー
ス

の
構

築
と

統
合

的
・
学

際
的

脳
研

究
の

推
進

を
支

援
す

る
。

さ
ら

に
、

脳
科

学
研

究
者

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
整

備
、

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
通

し
た

社
会

へ
の

普
及

・
啓

発
活

動
等

に
当

た
る

。
脳

科
学

研
究

実
施

に
伴

う
さ

ま
ざ

ま
な

研
究

倫
理

的
問

題
や

、
脳

科
学

の
進

展
が

社
会

に
ど

の
よ

う
な

影
響

を
及

ぼ
す

の
か

な
ど

の
神

経
倫

理
の

方
策

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
。

技
術

講
習

会
で

は
、

先
端

技
術

及
び

バ
イ

オ
リ

ソ
ー

ス
の

使
用

に
関

す
る

ノ
ウ

ハ
ウ

を
実

技
と

し
て

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

講
習

す
る

。
短

期
滞

在
型

技
術

研
修

・
技

術
交

流
で

は
、

数
か

月
程

度
の

期
間

で
先

端
技

術
の

詳
細

を
習

得
し

、
技

術
交

換
を

行
う

。

7
0
,0

0
0

事
　

　
　

項

1
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
体

制
及

び
運

営
委

員
会

活
動

小
計

総

44
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れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
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「
新

た
に

３
分

野
を

支
援

す
る

仕
組

み
」
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お
い
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想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容
事

　
　

　
項

②
デ

ー
タ

融
合

型
脳

リ
ソ

ー
ス

構
築

1

　
病

態
脳

科
学

に
お

い
て

極
め

て
重

要
な

リ
ソ

ー
ス

は
精

神
・
神

経
疾

患
の

死
後

脳
バ

ン
ク

で
あ

る
。

死
後

脳
バ

ン
ク

と
は

病
態

脳
科

学
を

含
む

多
様

な
脳

科
学

研
究

に
使

用
可

能
な

ヒ
ト

凍
結

脳
を

含
む

脳
組

織
の

集
積

で
あ

る
。

こ
の

重
要

性
は

従
来

か
ら

強
調

さ
れ

て
お

り
、

病
態

脳
科

学
、

特
に

神
経

疾
患

に
お

い
て

先
駆

的
研

究
を

行
っ

て
い

る
諸

施
設

に
お

い
て

は
個

別
に

疾
患

死
後

脳
の

保
存

が
な

さ
れ

て
き

た
。

こ
の

死
後

脳
を

用
い

た
研

究
に

よ
っ

て
日

本
に

お
い

て
も

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

脳
か

ら
の

神
経

原
線

維
変

化
の

精
製

、
そ

の
構

成
成

分
タ

ウ
の

同
定

に
始

ま
り

、
近

年
で

は
A

L
S
（
筋

萎
縮

性
側

索
硬

化
症

）
の

主
要

蓄
積

タ
ン

パ
ク

質
T
D

P
-
4
3
の

同
定

が
な

さ
れ

た
。

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

リ
サ

ー
チ

が
叫

ば
れ

る
今

日
、

基
礎

研
究

者
に

と
っ

て
も

研
究

試
料

と
し

て
利

用
可

能
な

死
後

脳
バ

ン
ク

の
存

在
は

ま
す

ま
す

重
要

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
統

合
脳

に
お

い
て

も
先

駆
的

に
バ

ン
ク

活
動

を
行

っ
て

き
た

東
京

都
老

人
総

合
研

究
所

高
齢

者
ブ

レ
イ

ン
バ

ン
ク

を
支

援
し

、
多

く
の

共
同

研
究

を
成

功
さ

せ
た

。
こ

の
よ

う
な

バ
ン

ク
活

動
は

安
定

的
な

支
援

が
必

要
で

あ
り

、
「
包

括
型

脳
科

学
研

究
推

進
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
に

お
い

て
も

継
続

支
援

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
高

齢
者

ブ
レ

イ
ン

バ
ン

ク
で

は
生

前
脳

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

、
遺

伝
子

な
ど

の
ゲ

ノ
ム

解
析

試
料

の
採

取
、

等
が

組
み

合
わ

さ
れ

て
お

り
、

理
想

的
な

バ
ン

ク
活

動
が

行
わ

れ
て

お
り

、
こ

れ
を

他
の

施
設

に
普

及
し

て
い

く
た

め
の

努
力

も
行

わ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
神

経
疾

患
に

お
い

て
は

同
様

な
死

後
脳

蓄
積

の
あ

る
施

設
の

バ
ン

ク
活

動
（
日

本
に

お
い

て
は

共
同

研
究

の
形

式
を

と
る

も
の

も
含

む
）
を

、
そ

の
活

動
評

価
に

応
じ

て
支

援
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。
さ

ら
に

こ
の

よ
う

な
死

後
脳

バ
ン

ク
の

充
実

が
見

ら
れ

な
い

精
神

疾
患

に
お

い
て

は
生

前
脳

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

と
遺

伝
子

試
料

の
バ

ン
ク

化
を

先
行

さ
せ

、
死

後
脳

バ
ン

ク
に

つ
い

て
も

積
極

的
に

行
う

施
設

を
拠

点
と

し
て

支
援

し
て

い
く
べ

き
で

あ
る

。
今

後
、

統
合

失
調

症
、

気
分

障
害

、
発

達
障

害
等

の
精

神
疾

患
の

遺
伝

子
異

常
（
危

険
因

子
）
の

解
明

な
ど

に
伴

う
ゲ

ノ
ム

解
析

と
臨

床
症

状
、

脳
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
な

ど
の

中
間

表
現

型
、

さ
ら

に
死

後
脳

解
析

な
ど

を
結

び
つ

け
る

研
究

体
制

の
確

立
が

必
要

に
な

る
と

予
想

さ
れ

、
こ

の
方

向
に

向
け

た
リ

ソ
ー

ス
整

備
の

支
援

は
必

須
で

あ
る

。

・
神

経
疾

患
に

関
す

る
高

齢
者

ブ
レ

イ
ン

バ
ン

ク
の

支
援

支

　
脳

科
学

研
究

者
の

研
究

に
お

い
て

ヒ
ト

の
サ

ン
プ

ル
（
凍

結
脳

あ
る

い
は

組
織

切
片

、
D

N
A

な
ど

）
が

必
要

と
な

っ
た

場
合

、
研

究
内

容
を

検
討

し
た

上
、

供
与

を
行

う
。

１
）
バ

ン
ク

維
持

運
営

費
用

と
し

て
人

件
費

：
ブ

レ
イ

ン
バ

ン
ク

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

。
主

に
染

色
、

遺
伝

子
診

断
な

ど
の

実
験

を
行

う
。

２
）
設

備
投

資
費

、
超

低
温

槽
、

自
動

免
疫

染
色

装
置

、
デ

ジ
タ

ル
C

C
D

カ
メ

ラ
付

き
顕

微
鏡

な
ど

の
購

入
。

３
）
バ

ン
ク

情
報

を
公

開
し

、
各

バ
ン

ク
の

共
通

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
、

病
理

画
像

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

ブ
レ

イ
ン

バ
ン

ク
会

員
へ

の
公

開
体

制
の

構
築

の
た

め
の

運
営

費
。

４
）

標
本

作
成

費
を

中
心

と
し

た
消

耗
品

費
。

・
精

神
疾

患
に

関
す

る
バ

ン
ク

活
動

支
　

上
記

の
サ

ン
プ

ル
の

医
療

情
報

を
充

実
す

る
た

め
、

生
前

の
画

像
情

報
（
脳

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

）
、

遺
伝

子
情

報
、

そ
の

他
の

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
（
候

補
）
の

デ
ー

タ
を

集
積

す
る

。
凍

結
脳

の
バ

ン
ク

化
に

つ
い

て
も

条
件

を
整

備
す

る
。

　
2
施

設
程

度
を

サ
ブ

拠
点

と
す

る
(サ

ン
プ

ル
調

整
、

保
存

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
作

成
な

ど
の

た
め

の
備

品
、

消
耗

品
費

)。

4
0
,0

0
0

4
0
,0

0
0

精
神

・
神

経
疾

患
機

能
的

ブ
レ

イ
ン

バ
ン

ク
支

援
活

動

小
計
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「
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３
分

野
を

支
援

す
る
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組

み
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お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容
事

　
　

　
項

2

　
脳

科
学

研
究

と
精

神
・
神

経
疾

患
の

病
因

の
解

明
、

診
断

・
治

療
法

の
開

発
の

発
展

の
た

め
に

は
、

脳
特

異
的

な
分

子
の

相
互

作
用

か
ら

高
次

脳
機

能
と

脳
神

経
系

の
病

態
に

至
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

に
有

用
な

実
験

動
物

モ
デ

ル
の

開
発

と
系

統
的

な
脳

機
能

解
析

が
重

要
な

鍵
を

握
る

。
特

定
領

域
研

究
で

は
こ

の
点

を
認

識
し

て
、

C
5
7
B

L
/
6
 由

来
E
S
 細

胞
を

用
い

た
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ナ

ル
ノ

ッ
ク

ア
ウ

ト
マ

ウ
ス

の
作

成
や

、
ト

ラ
ン

ス
ジ

ェ
ニ

ッ
ク

ラ
ッ

ト
と

イ
ム

ノ
ト

キ
シ

ン
細

胞
標

的
法

に
よ

っ
て

特
定

の
神

経
回

路
の

選
択

的
除

去
の

手
法

を
開

発
し

、
分

子
脳

科
学

、
神

経
回

路
機

能
研

究
だ

け
で

な
く
シ

ス
テ

ム
神

経
科

学
、

脳
病

態
研

究
に

関
わ

る
多

数
の

班
員

が
こ

の
モ

デ
ル

動
物

の
供

給
を

受
け

て
独

創
性

の
高

い
研

究
を

発
展

さ
せ

て
い

る
。

日
本

の
個

々
の

脳
科

学
研

究
者

は
研

究
チ

ー
ム

の
規

模
が

小
さ

い
の

で
、

こ
の

よ
う

な
支

援
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
て

多
く
の

独
創

的
な

研
究

を
推

進
す

る
た

め
の

体
制

づ
く
り

を
し

な
け

れ
ば

、
欧

米
の

強
力

な
研

究
者

と
の

競
争

に
打

ち
勝

つ
こ

と
は

不
可

能
で

あ
る

。
本

行
動

解
析

融
合

型
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

拠
点

で
は

、
特

定
領

域
研

究
で

得
ら

れ
た

実
績

と
成

果
を

更
に

大
き

く
発

展
さ

せ
る

た
め

に
、

脳
機

能
の

研
究

者
や

臨
床

医
か

ら
の

モ
デ

ル
動

物
の

要
求

を
素

早
く
取

り
入

れ
、

独
自

性
の

高
い

脳
モ

デ
ル

動
物

を
開

発
す

る
。

更
に

、
行

動
バ

ッ
テ

リ
ー

テ
ス

ト
な

ど
系

統
的

な
脳

機
能

解
析

拠
点

を
整

備
し

、
新

た
な

解
析

測
定

手
法

を
開

発
し

て
い

る
大

学
等

の
創

造
的

な
研

究
者

に
迅

速
に

供
給

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

整
備

し
、

脳
モ

デ
ル

マ
ウ

ス
作

成
と

機
能

解
析

と
の

融
合

に
よ

り
世

界
を

リ
ー

ド
す

る
成

果
と

脳
神

経
疾

患
の

克
服

や
心

の
健

康
に

結
び

付
け

る
必

要
が

あ
る

。
独

自
性

の
高

い
モ

デ
ル

動
物

の
開

発
と

産
出

は
、

研
究

費
と

時
間

を
投

資
す

る
必

要
が

あ
り

、
多

く
の

場
合

に
個

々
の

研
究

者
の

取
組

だ
け

で
は

確
保

す
る

こ
と

が
出

来
な

い
も

の
で

あ
り

、
長

期
的

展
望

に
基

づ
く
戦

略
的

な
取

組
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

。

　

　
特

定
領

域
研

究
の

支
援

に
よ

り
実

現
可

能
に

な
っ

た
C

5
7
B

L
/
6
の

純
粋

な
遺

伝
背

景
を

有
す

る
遺

伝
子

ノ
ッ

ク
ア

ウ
ト

マ
ウ

ス
、

脳
部

位
及

び
時

期
特

異
的

遺
伝

子
ノ

ッ
ク

ア
ウ

ト
マ

ウ
ス

の
作

成
は

独
創

的
な

脳
科

学
研

究
の

発
展

に
大

き
く
貢

献
し

て
い

る
が

、
こ

の
よ

う
な

研
究

リ
ソ

ー
ス

の
開

発
は

個
々

の
研

究
者

の
研

究
室

で
実

現
す

る
に

は
、

方
法

、
技

術
、

費
用

な
ど

多
く
の

困
難

が
あ

る
。

従
っ

て
本

行
動

解
析

融
合

型
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

拠
点

で
は

、
脳

科
学

研
究

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
か

ら
の

要
望

が
高

い
遺

伝
子

改
変

マ
ウ

ス
を

受
託

・
供

給
す

る
ほ

か
、

マ
ウ

ス
の

交
配

に
よ

る
脳

部
位

・
時

期
特

異
的

に
遺

伝
子

欠
損

の
惹

起
等

の
技

術
的

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
。

特
に

、
脳

の
部

位
・
発

達
時

期
特

異
的

に
遺

伝
子

組
換

え
が

誘
導

で
き

る
「
デ

リ
ー

タ
ー

」
マ

ウ
ス

（
C

re
/
lo

xP
組

換
え

系
を

応
用

し
て

、
特

定
の

脳
細

胞
に

組
換

え
を

誘
導

す
る

。
例

え
ば

、
抑

制
性

介
在

神
経

細
胞

や
グ

リ
ア

細
胞

等
）
や

、
特

定
の

脳
細

胞
に

G
F
P

等
の

蛍
光

蛋
白

を
発

現
す

る
レ

ポ
ー

タ
ー

マ
ウ

ス
（
例

え
ば

、
興

奮
性

神
経

細
胞

に
核

移
行

シ
グ

ナ
ル

を
つ

け
た

D
sR

e
d2

と
V

e
n
u
s-

ac
ti
n
を

同
時

に
発

現
す

る
マ

ウ
ス

を
作

製
し

、
神

経
細

胞
の

形
態

学
的

な
変

化
を

モ
ニ

タ
ー

す
る

等
）
を

系
統

的
に

開
発

す
る

。

　
・

独
創

性
の

高
い

脳
モ

デ
ル

動
物

支

　
特

定
領

域
研

究
で

は
、

新
し

い
試

み
と

し
て

、
遺

伝
子

改
変

マ
ウ

ス
に

加
え

て
、

遺
伝

子
改

変
ラ

ッ
ト

を
開

発
し

、
高

次
脳

機
能

研
究

を
展

開
し

て
い

る
研

究
者

に
対

す
る

研
究

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
モ

デ
ル

ラ
ッ

ト
は

、
イ

ム
ノ

ト
キ

シ
ン

細
胞

標
的

法
を

利
用

し
た

特
定

の
神

経
回

路
の

選
択

的
除

去
等

、
神

経
回

路
機

能
研

究
や

シ
ス

テ
ム

神
経

科
学

研
究

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
っ

て
極

め
て

独
創

性
の

高
い

研
究

を
可

能
に

し
て

お
り

、
継

続
的

に
支

援
す

る
こ

と
が

極
め

て
重

要
で

あ
る

。
本

拠
点

で
は

、
新

規
に

独
創

性
の

高
い

遺
伝

子
改

変
動

物
の

系
統

を
樹

立
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
こ

の
支

援
活

動
を

さ
ら

に
発

展
さ

せ
、

脳
科

学
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
独

創
性

の
高

い
脳

モ
デ

ル
ラ

ッ
ト

を
支

援
す

る
。

本
拠

点
で

は
、

幅
広

い
研

究
者

が
利

用
で

き
る

体
制

を
整

え
る

が
、

ラ
ッ

ト
は

マ
ウ

ス
に

比
べ

て
行

動
実

験
や

神
経

細
胞

の
活

動
記

録
が

容
易

に
で

き
る

と
い

う
大

き
な

メ
リ

ッ
ト

を
有

し
て

お
り

、
神

経
回

路
機

能
研

究
や

シ
ス

テ
ム

神
経

科
学

、
病

態
神

経
科

学
の

研
究

に
大

き
な

威
力

を
発

揮
す

る
。

　
ハ

イ
ス

ル
ー

プ
ッ

ト
モ

デ
ル

動
物

と
し

て
、

行
動

学
的

表
現

型
を

も
つ

、
加

齢
性

記
憶

障
害

(A
M

I)
、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

（
A

D
）
、

レ
ビ

ー
小

体
症

（
D

L
B

）
、

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
（
P

D
）
、

脆
弱

X
症

候
群

（
F
M

R
）
、

ポ
リ

グ
ル

タ
ミ

ン
病

、
ハ

ン
チ

ン
ト

ン
舞

踏
病

（
H

D
）
な

ど
で

、
既

存
の

ｼ
ｮｳ

ｼ
ﾞｮ

ｳ
ﾊ

ﾞｴ
･線

虫
疾

患
モ

デ
ル

に
加

え
て

、
最

新
の

病
理

所
見

を
も

と
に

し
た

新
規

疾
患

モ
デ

ル
の

開
発

と
、

疾
患

表
現

型
の

m
o
di

fi
e
r検

索
を

行
う

。
疾

患
表

現
型

を
遺

伝
学

的
に

改
善

・
亢

進
さ

せ
る

m
o
di

fi
e
r遺

伝
子

の
同

定
は

、
疾

患
病

理
の

理
解

さ
ら

に
は

治
療

薬
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
設

定
に

非
常

に
有

益
な

情
報

を
与

え
る

。
開

発
し

た
疾

患
モ

デ
ル

や
m

o
di

fi
e
r系

統
は

病
理

解
析

を
行

い
、

遺
伝

子
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
へ

の
登

録
す

る
と

と
も

に
、

関
連

分
野

で
活

発
に

研
究

を
推

進
す

る
脳

科
学

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
研

究
者

に
変

異
体

の
提

供
を

行
う

。

・
系

統
的

脳
機

能
行

動
解

析
支

　
特

定
領

域
研

究
の

支
援

班
活

動
に

よ
り

、
包

括
的

・
網

羅
的

行
動

テ
ス

ト
バ

ッ
テ

リ
ー

の
標

準
化

と
効

率
化

を
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

遺
伝

子
改

変
マ

ウ
ス

の
表

現
型

を
同

定
す

る
客

観
的

な
手

法
を

確
立

し
、

特
定

の
遺

伝
子

改
変

マ
ウ

ス
を

保
有

す
る

班
員

が
こ

の
拠

点
に

マ
ウ

ス
を

送
付

し
、

表
現

型
を

同
定

す
る

共
同

研
究

に
よ

っ
て

独
創

性
の

高
い

成
果

を
挙

げ
る

こ
と

に
貢

献
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
支

援
活

動
は

個
人

研
究

を
補

完
す

る
だ

け
で

な
く
、

研
究

の
水

準
を

大
き

く
引

き
上

げ
る

た
め

に
極

め
て

重
要

な
役

割
を

担
っ

て
お

り
、

継
続

的
な

支
援

が
な

け
れ

ば
脳

科
学

研
究

の
国

際
競

争
力

を
失

う
こ

と
に

な
る

。
従

っ
て

、
本

制
度

設
計

に
お

い
て

も
こ

の
支

援
活

動
を

継
承

し
、

高
次

脳
機

能
を

系
統

的
に

行
動

解
析

す
る

拠
点

を
整

備
し

、
特

定
の

脳
機

能
に

関
与

す
る

分
子

と
神

経
回

路
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

析
を

包
括

的
か

つ
系

統
的

に
行

う
。

高
品

質
脳

モ
デ

ル
マ

ウ
ス

と
脳

機
能

解
析

技
術

開
発

と
が

密
接

に
連

携
し

た
体

制
を

構
築

し
、

特
定

の
神

経
回

路
に

複
雑

な
記

憶
の

仕
組

み
や

精
神

疾
患

等
の

原
因

を
探

る
研

究
を

実
施

す
る

。
さ

ら
に

こ
れ

ら
の

質
の

高
い

遺
伝

子
改

変
マ

ウ
ス

の
脳

機
能

の
解

析
及

び
脳

病
態

の
解

析
を

系
統

的
に

か
つ

網
羅

的
に

行
い

、
分

子
—

脳
機

能
—

脳
病

態
を

結
ぶ

包
括

的
な

知
財

を
構

築
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
日

本
の

脳
科

学
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
国

際
競

争
力

を
高

め
る

。

1
1
0
,0

0
0

1
1
0
,0

0
0

小
計

行
動

解
析

融
合

型
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

支
援

活
動
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想
定

さ
れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
別

「
新

た
に

３
分

野
を

支
援

す
る

仕
組

み
」
に

お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容
事

　
　

　
項

3

　
脳

神
経

系
の

特
徴

は
、

そ
れ

を
構

成
す

る
細

胞
種

の
著

し
い

多
様

性
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

脳
神

経
系

に
お

け
る

分
子

レ
ベ

ル
で

の
解

析
に

は
、

他
の

系
で

は
見

ら
れ

な
い

よ
う

な
問

題
が

生
じ

る
。

即
ち

、
多

様
な

細
胞

種
か

ら
、

極
微

量
の

分
子

を
検

出
・
同

定
し

、
さ

ら
に

は
そ

の
複

雑
な

相
互

作
用

を
解

明
す

る
こ

と
で

あ
る

。
特

定
領

域
研

究
の

支
援

班
活

動
で

あ
る

「
脳

科
学

に
お

け
る

プ
ロ

テ
オ

ミ
ク

ス
技

術
の

開
発

と
普

及
」
に

よ
っ

て
、

前
頭

側
頭

型
認

知
症

に
お

け
る

T
D

P
-
4
3
の

同
定

、
脆

弱
性

統
合

失
調

症
関

連
因

子
D

IS
C

結
合

タ
ン

パ
ク

質
の

同
定

等
の

成
果

を
挙

げ
て

き
た

が
、

こ
れ

は
班

員
個

人
の

研
究

と
特

定
領

域
研

究
に

よ
る

支
援

活
動

の
両

者
の

協
調

し
た

努
力

に
よ

っ
て

実
現

し
た

も
の

で
あ

る
。

本
制

度
設

計
に

お
い

て
も

こ
の

活
動

を
継

承
・
発

展
さ

せ
、

質
量

分
析

計
を

用
い

た
分

析
的

手
法

を
脳

科
学

に
特

化
し

て
解

析
す

る
技

術
の

革
新

的
開

発
を

進
め

る
。

脳
組

織
細

胞
に

お
け

る
分

子
発

現
局

在
情

報
は

、
シ

ナ
プ

ス
レ

ベ
ル

の
基

礎
的

研
究

か
ら

病
因

病
態

の
統

合
的

理
解

と
治

療
予

防
法

の
確

立
を

目
指

す
応

用
研

究
に

至
る

ま
で

、
全

て
の

脳
科

学
研

究
の

共
通

基
盤

で
あ

る
。

従
っ

て
、

特
定

領
域

研
究

に
お

い
て

も
脳

組
織

細
胞

に
お

け
る

分
子

発
現

局
在

解
析

法
の

開
発

に
対

す
る

班
員

か
ら

の
要

望
が

高
く
、

班
員

間
の

共
同

研
究

レ
ベ

ル
で

多
く
の

試
み

が
実

施
さ

れ
、

独
創

性
の

高
い

成
果

を
挙

げ
て

き
た

。
中

で
も

、
抗

体
を

用
い

た
組

織
化

学
は

、
生

体
分

子
を

細
胞

レ
ベ

ル
か

ら
超

微
構

造
レ

ベ
ル

ま
で

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
特

異
性

と
汎

用
性

の
最

も
優

れ
た

検
出

手
法

と
し

て
確

立
し

て
い

る
。

情
報

処
理

た
め

に
特

殊
化

し
た

脳
で

は
、

受
容

体
等

の
立

体
構

造
が

複
雑

な
タ

ン
パ

ク
質

分
子

が
他

の
分

子
と

強
い

分
子

間
相

互
作

用
を

行
う

こ
と

で
正

常
な

神
経

機
能

を
営

ん
で

い
る

。
し

か
し

、
こ

の
よ

う
な

脳
分

子
特

性
が

特
異

抗
体

の
作

成
を

困
難

な
も

の
に

し
た

り
、

抗
原

と
抗

体
の

結
合

を
阻

害
す

る
原

因
に

も
な

っ
て

い
る

。
本

拠
点

で
は

、
新

規
に

脳
機

能
分

子
発

現
解

析
法

を
開

発
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

共
同

研
究

レ
ベ

ル
で

の
活

動
を

発
展

さ
せ

、
脳

科
学

研
究

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

独
創

性
の

高
い

脳
機

能
分

子
発

現
解

析
法

を
提

供
す

る
。

・
神

経
細

胞
プ

ロ
テ

オ
ミ

ク
ス

支

　
具

体
的

に
、

１
）
神

経
系

の
シ

グ
ナ

ル
伝

達
に

重
要

な
役

割
を

果
た

す
リ

ン
酸

化
等

の
修

飾
タ

ン
パ

ク
質

の
質

量
分

析
解

析
の

た
め

の
方

法
論

の
開

発
と

確
立

、
２

）
神

経
系

に
お

け
る

タ
ン

パ
ク

質
相

互
作

用
の

網
羅

的
解

明
の

た
め

の
方

法
論

の
確

立
、

３
）
病

態
で

変
動

す
る

タ
ン

パ
ク

質
の

網
羅

的
解

析
と

リ
ン

酸
化

部
位

の
同

定
の

網
羅

的
解

析
や

精
度

の
良

い
抗

体
の

作
製

と
そ

れ
に

基
づ

い
た

解
析

法
と

の
組

み
合

わ
せ

の
方

法
論

の
開

発
と

確
立

、
４

）
質

量
分

析
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
法

等
を

開
発

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
脳

科
学

研
究

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

分
野

融
合

的
・
学

際
的

脳
研

究
の

推
進

を
支

援
す

る
。

こ
の

拠
点

で
は

、
質

量
分

析
機

器
を

常
時

稼
働

で
き

、
脳

分
子

プ
ロ

フ
ァ

イ
リ

ン
グ

の
開

発
ハ

ブ
と

し
て

の
機

能
を

果
た

こ
と

に
よ

っ
て

脳
科

学
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
融

合
的

・
学

際
的

脳
研

究
の

推
進

を
支

援
す

る
。

・
脳

機
能

分
子

発
現

解
析

2
0
,0

0
0

支

　
機

能
分

子
発

現
解

析
ツ

ー
ル

と
し

て
有

用
性

の
高

い
高

品
質

抗
体

と
R

N
A

検
出

子
の

開
発

研
究

か
ら

、
こ

れ
を

用
い

た
脳

分
子

の
発

現
局

在
解

析
ま

で
一

貫
し

て
推

進
す

る
サ

ブ
拠

点
を

構
築

す
る

。
こ

こ
で

は
、

組
織

化
学

的
解

析
ツ

ー
ル

開
発

の
実

績
を

有
す

る
研

究
者

が
中

心
と

な
り

、
目

的
性

・
重

要
性

・
緊

急
性

・
発

展
性

な
ど

を
総

合
的

に
考

慮
し

て
脳

科
学

研
究

者
が

必
要

と
す

る
高

品
質

抗
体

・
R

N
A

検
出

子
の

開
発

を
支

援
す

る
。

さ
ら

に
、

in
 s

it
u
ハ

イ
ブ

リ
ダ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

、
蛍

光
多

重
標

識
法

、
免

疫
電

顕
法

な
ど

に
習

熟
し

た
若

手
神

経
形

態
学

研
究

者
を

組
織

化
し

て
、

脳
分

子
発

現
局

在
解

析
の

実
施

と
そ

れ
に

よ
る

機
能

分
子

発
現

マ
ッ

プ
を

作
成

す
る

体
制

を
構

築
す

る
。

研
究

成
果

公
表

後
は

作
成

さ
れ

た
高

品
質

抗
体

を
広

く
供

給
し

、
融

合
的

・
学

際
的

脳
研

究
の

推
進

を
支

援
す

る
。

6
0
,0

0
0

小
計

4
0
,0

0
0

脳
分

子
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
開

発
支

援
活

動
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想
定

さ
れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
別

「
新

た
に

３
分

野
を

支
援

す
る

仕
組

み
」
に

お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容
事

　
　

　
項

③
革

新
的

脳
計

測
・
操

作
技

術
開

発

1

　
記

憶
、

学
習

、
判

断
、

意
志

決
定

、
思

考
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
の

「
心

」
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

す
る

に
は

、
単

独
の

神
経

細
胞

の
情

報
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
、

変
換

・
統

合
様

式
を

調
べ

る
だ

け
で

な
く
、

多
数

の
細

胞
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
る

脳
の

大
規

模
な

シ
ス

テ
ム

と
し

て
の

挙
動

を
解

明
す

る
必

要
が

あ
る

。
動

物
を

用
い

た
研

究
に

お
い

て
は

、
多

数
の

電
極

を
用

い
た

多
次

元
同

時
記

録
法

が
重

要
な

計
測

手
法

と
し

て
注

目
さ

れ
、

世
界

の
先

端
的

研
究

室
で

は
独

自
に

、
機

器
メ

ー
カ

ー
な

ど
と

連
携

し
て

独
自

性
の

高
い

素
子

を
開

発
し

、
成

果
を

収
め

て
い

る
。

し
か

し
、

計
測

の
安

定
性

に
は

大
き

な
改

善
の

余
地

が
あ

る
上

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
記

録
位

置
で

脳
活

動
を

操
作

す
る

技
術

は
ま

だ
存

在
し

な
い

。
シ

ス
テ

ム
神

経
科

学
の

分
野

で
先

端
的

な
研

究
者

が
多

数
参

加
す

る
特

定
領

域
研

究
で

は
こ

の
点

を
重

く
認

識
し

て
、

個
人

レ
ベ

ル
で

の
開

発
で

は
な

く
、

領
域

の
支

援
活

動
と

し
て

予
算

措
置

を
し

て
独

自
性

の
高

い
記

録
素

子
の

開
発

を
行

っ
て

研
究

者
に

普
及

す
る

段
階

に
至

っ
て

い
る

。
我

が
国

に
お

い
て

も
記

録
素

子
の

開
発

が
研

究
者

個
人

の
努

力
だ

け
に

任
さ

れ
る

こ
と

に
な

れ
ば

、
国

際
競

争
力

に
お

い
て

大
き

く
後

れ
を

と
る

こ
と

は
目

に
見

え
て

い
る

。
従

っ
て

、
本

制
度

設
計

で
は

こ
の

支
援

活
動

を
継

承
し

、
さ

ら
に

発
展

さ
せ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

高
次

脳
機

能
研

究
の

脳
科

学
研

究
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
よ

る
融

合
的

・
学

際
的

脳
研

究
の

推
進

を
支

援
す

る
。

　
高

次
機

能
研

究
の

た
め

に
行

動
課

題
を

行
っ

て
い

る
実

験
動

物
の

脳
の

多
数

の
神

経
細

胞
の

放
電

を
安

定
し

て
記

録
が

で
き

る
だ

け
で

な
く
、

そ
れ

ぞ
れ

の
脳

部
位

で
電

気
刺

激
、

薬
物

注
入

や
光

照
射

を
行

う
な

ど
に

よ
っ

て
脳

活
動

を
操

作
す

る
多

機
能

集
積

素
子

を
開

発
す

る
。

特
定

領
域

研
究

で
の

支
援

実
績

を
も

と
に

、
産

学
連

携
に

よ
っ

て
日

本
独

自
の

高
い

技
術

開
発

と
製

品
化

を
実

現
し

て
幅

広
く
供

給
す

る
。

・
脳

活
動

計
測

・
操

作
の

た
め

の
集

積
型

素
子

と
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

開
発

支
　

そ
の

た
め

に
は

、
多

数
の

機
関

で
計

測
手

法
を

統
一

し
て

質
の

高
い

個
人

デ
ー

タ
を

大
量

に
計

測
、

収
集

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
マ

ル
チ

ニ
ュ

ー
ロ

ン
デ

ー
タ

記
録

・
解

析
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

大
規

模
脳

活
動

計
測

の
た

め
の

、
世

界
レ

ベ
ル

で
の

技
術

開
発

の
現

状
と

今
後

の
新

し
い

開
発

技
術

に
つ

い
て

、
日

本
の

シ
ス

テ
ム

神
経

科
学

分
野

の
研

究
者

を
中

心
と

し
て

、
神

経
回

路
や

脳
の

病
態

研
究

分
野

の
研

究
者

を
結

ぶ
知

財
を

構
築

す
る

。
具

体
的

に
は

、
１

）
 M

E
M

S
を

も
ち

い
た

シ
リ

コ
ン

ベ
ー

ス
の

多
点

電
極

の
開

発
と

支
援

；
２

）
セ

ン
サ

ー
を

装
備

し
た

M
E
M

S
技

術
に

よ
る

多
点

電
極

の
開

発
と

支
援

；
　

３
）
流

路
に

よ
る

物
質

注
入

ま
た

は
採

集
、

光
、

磁
場

な
ど

の
多

種
類

の
信

号
を

扱
え

る
多

機
能

化
　

を
可

能
に

す
る

集
積

型
素

子
を

開
発

す
る

。
　

４
）
大

規
模

脳
活

動
計

測
と

そ
の

操
作

の
た

め
に

は
、

マ
ル

チ
電

極
と

集
積

型
素

子
の

開
発

が
必

須
で

あ
る

が
、

一
方

、
記

録
さ

れ
た

膨
大

で
、

き
わ

め
て

多
様

な
デ

ー
タ

を
効

率
良

く
、

し
か

も
客

観
的

で
使

い
や

す
い

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
開

発
が

必
要

で
あ

る
。

現
在

利
用

可
能

な
も

の
に

は
不

十
分

な
も

の
が

多
く
、

新
し

く
開

発
さ

れ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
マ

ル
チ

ニ
ュ

ー
ロ

ン
デ

ー
タ

解
析

支
援

の
た

め
の

w
e
b 

サ
イ

ト
に

よ
る

情
報

提
供

を
行

う
。

・
Ｍ

Ｒ
I技

術
の

標
準

化
に

よ
る

ヒ
ト

脳
計

測
技

術
の

開
発

と
個

人
脳

デ
ー

タ
バ

ン
ク

の
構

築
支

　
特

定
領

域
研

究
で

は
、

高
次

脳
機

能
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
、

精
神

神
経

疾
患

の
病

因
、

診
断

・
治

療
法

の
開

発
に

つ
な

が
る

研
究

分
野

で
、

動
物

実
験

に
よ

る
解

析
的

、
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
的

な
研

究
と

と
も

に
ヒ

ト
を

対
象

と
す

る
脳

の
構

造
、

機
能

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

の
研

究
が

活
発

に
行

わ
れ

て
高

い
成

果
を

挙
げ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

研
究

に
は

M
R

I, 
 M

E
G

, 
P

E
T
な

ど
の

極
め

て
高

額
の

研
究

設
備

を
必

要
と

す
る

が
、

理
研

B
S
I、

生
理

学
研

究
所

、
A

T
R

、
な

ど
の

主
要

な
研

究
所

や
限

ら
れ

た
研

究
機

関
に

供
え

ら
れ

た
設

備
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

我
が

国
の

多
く
の

研
究

者
が

携
わ

っ
て

い
る

。
一

方
、

一
般

的
に

な
っ

た
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
の

次
の

ブ
レ

イ
ク

ス
ル

ー
の

た
め

に
は

、
新

し
い

、
独

創
的

な
研

究
戦

略
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

は
人

類
共

通
の

脳
機

能
解

明
に

重
点

が
お

か
れ

て
き

た
が

、
こ

れ
か

ら
は

人
種

差
を

含
む

個
体

差
の

解
明

が
先

端
的

課
題

と
な

る
。

そ
の

た
め

に
は

質
の

高
い

個
人

デ
ー

タ
を

大
量

に
計

測
、

収
集

し
て

個
体

差
の

基
準

と
な

る
「
日

本
人

の
脳

の
正

常
値

」
を

提
供

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
特

定
領

域
研

究
発

足
時

に
は

こ
の

よ
う

な
展

望
は

見
え

て
い

な
か

っ
た

の
で

、
具

体
的

な
支

援
を

し
て

こ
な

か
っ

た
が

、
本

制
度

設
計

案
で

は
個

体
差

の
解

明
に

必
要

な
脳

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

拠
点

を
追

加
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

独
創

性
の

高
い

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

研
究

を
支

援
す

る
。

た
だ

し
、

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

研
究

の
た

め
の

高
額

な
設

備
は

、
導

入
す

る
の

で
は

な
く
現

有
の

研
究

機
関

に
設

置
の

も
の

を
利

用
し

、
将

来
展

望
を

踏
ま

え
た

脳
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

開
発

と
「
個

人
脳

」
デ

ー
タ

バ
ン

ク
の

構
築

に
よ

っ
て

、
我

が
国

の
独

創
的

な
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
の

発
展

を
支

援
す

る
。

具
体

的
に

は
、

M
R

Iを
利

用
し

て
 1

) 
共

通
の

フ
ァ

ン
ト

ム
を

使
っ

た
精

密
な

V
o
xe

l-
ba

se
d　

M
o
rp

h
o
m

e
tr

y、
2
）
M

R
ス

ペ
ク

ト
ロ

ス
コ

ピ
ー

を
利

用
し

た
神

経
伝

達
物

質
の

計
測

、
3
）
テ

ン
ソ

ル
拡

散
法

と
確

率
計

算
に

基
づ

く
高

性
能

な
ト

ラ
ク

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

、
4
)脳

機
能

画
像

計
測

法
、

に
つ

い
て

技
術

の
開

発
と

標
準

化
を

行
い

、
複

数
の

施
設

が
共

同
し

て
2
0
歳

か
ら

6
0
歳

に
わ

た
る

1
0
0
0
人

規
模

の
「
個

人
脳

」
デ

ー
タ

バ
ン

ク
を

構
築

し
て

基
礎

か
ら

臨
床

に
及

ぶ
脳

科
学

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
幅

広
く
提

供
す

る
。

4
0
,0

0
0

大
規

模
脳

活
動

計
測

・
操

作
シ

ス
テ

ム
研

究
支

援
活

動

小
計

4
0
,0

0
0

48



想
定

さ
れ

る
金

額
（
単

位
：
千

円
）

種
別

「
新

た
に

３
分

野
を
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援

す
る

仕
組

み
」
に

お
い

て
想

定
さ

れ
る

活
動

（
支

援
活

動
）
の

具
体

的
内

容
事

　
　

　
項

2
4
0
,0

0
0

　
近

年
の

生
物

物
理

・
生

化
学

的
手

法
の

発
展

に
よ

り
、

タ
ン

パ
ク

質
・
膜

動
態

や
タ

ン
パ

ク
質

相
互

作
用

・
タ

ン
パ

ク
質

寿
命

、
遺

伝
子

発
現

な
ど

の
様

々
な

細
胞

内
事

象
を

、
分

子
―

シ
ナ

プ
ス

－
ニ

ュ
ー

ロ
ン

－
神

経
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

多
重

階
層

に
お

け
る

様
々

な
レ

ベ
ル

に
て

高
い

時
間

・
空

間
分

解
能

で
捉

え
、

さ
ら

に
は

非
侵

襲
的

に
操

作
す

る
先

端
技

術
が

確
立

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

そ
の

普
及

は
欧

米
に

比
べ

大
き

く
遅

れ
て

い
る

の
が

現
状

で
あ

る
。

特
に

、
可

視
化

技
術

の
ハ

ー
ド

ウ
エ

ア
（
＝

既
存

の
画

像
取

得
シ

ス
テ

ム
）
を

目
的

に
応

じ
て

最
適

化
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

技
術

的
進

展
に

合
わ

せ
て

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

（
＝

個
々

の
脳

機
能

プ
ロ

ー
ブ

）
の

改
良

と
普

及
を

担
う

支
援

拠
点

が
国

内
に

は
現

存
し

な
い

。
特

定
領

域
研

究
で

は
こ

の
点

を
重

く
認

識
し

て
、

神
経

活
動

計
測

用
分

子
プ

ロ
ー

ブ
の

開
発

や
脳

科
学

の
た

め
の

ウ
イ

ル
ス

ベ
ク

タ
ー

の
開

発
支

援
を

行
い

、
実

績
と

成
果

を
挙

げ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

開
発

が
研

究
者

個
人

の
努

力
だ

け
に

委
ね

ら
れ

る
な

ら
ば

、
我

が
国

の
脳

科
学

研
究

が
大

き
く
後

れ
を

と
る

こ
と

は
間

違
い

な
い

。
従

っ
て

本
制

度
設

計
案

で
は

、
特

定
領

域
研

究
で

の
支

援
活

動
を

発
展

さ
せ

た
「
脳

機
能

プ
ロ

ー
ビ

ン
グ

」
拠

点
を

設
置

す
る

。
前

項
の

多
数

ニ
ュ

ー
ロ

ン
活

動
の

同
時

計
測

技
術

と
相

補
的

で
あ

る
単

一
ニ

ュ
ー

ロ
ン

に
お

け
る

多
元

シ
グ

ナ
ル

の
同

時
多

次
元

計
測

技
術

の
開

発
を

行
い

、
こ

の
た

め
の

シ
グ

ナ
ル

伝
達

可
視

化
プ

ロ
ー

ブ
を

多
数

作
出

し
供

給
す

る
。

さ
ら

に
脳

深
部

か
ら

の
信

号
計

測
や

神
経

活
動

の
人

為
的

操
作

法
な

ど
に

関
す

る
基

盤
技

術
を

整
備

し
、

次
世

代
の

神
経

機
能

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

・
神

経
活

動
操

作
技

術
の

開
発

と
実

践
支

援
を

行
う

。
ま

た
、

可
視

化
プ

ロ
ー

ブ
の

供
給

支
援

・
リ

ソ
ー

ス
化

に
加

え
、

ケ
ー

ジ
化

や
ペ

プ
チ

ド
デ

リ
バ

リ
ー

な
ど

ケ
ミ

カ
ル

バ
イ

オ
ロ

ジ
ー

の
最

新
技

術
を

取
り

入
れ

た
新

た
な

試
薬

開
発

や
、

「
行

動
解

析
融

合
型

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
」
と

連
携

し
た

ラ
ッ

ト
・
マ

ウ
ス

脳
へ

の
ベ

ク
タ

ー
デ

リ
バ

リ
ー

法
等

を
検

定
・
確

立
し

、
脳

科
学

研
究

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

普
及

さ
せ

る
。

  
こ

れ
ら

に
よ

り
、

脳
の

回
路

構
築

や
機

能
モ

ジ
ュ

ー
ル

の
基

本
原

理
の

解
明

に
お

け
る

国
際

競
争

力
の

大
幅

な
強

化
を

目
指

す
。

こ
の

よ
う

に
近

年
特

に
進

展
著

し
い

技
術

開
発

の
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

分
子

神
経

科
学

の
成

果
を

い
ち

早
く
脳

高
次

機
能

研
究

に
役

立
て

る
と

と
も

に
、

個
体

動
物

研
究

の
手

法
を

神
経

細
胞

生
物

学
へ

広
く
普

及
さ

せ
る

橋
渡

し
活

動
を

実
施

し
、

「
包

括
的

脳
科

学
研

究
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
を

介
し

て
融

合
的

・
学

際
的

脳
研

究
を

支
援

す
る

。

・
脳

機
能

プ
ロ

ー
ビ

ン
グ

技
術

の
開

発
支

援
、

共
通

利
用

顕
微

鏡
シ

ス
テ

ム
の

整
備

・
改

良
、

プ
ロ

ー
ビ

ン
グ

ツ
ー

ル
の

整
備

と
普

及
支

　
神

経
細

胞
に

お
け

る
シ

グ
ナ

ル
伝

達
は

多
様

な
細

胞
内

分
子

カ
ス

ケ
ー

ド
を

介
す

る
が

、
単

一
ニ

ュ
ー

ロ
ン

に
お

け
る

多
元

シ
グ

ナ
ル

の
同

時
多

次
元

計
測

は
こ

れ
ま

で
実

現
困

難
と

さ
れ

て
き

た
。

そ
こ

で
、

こ
の

同
時

多
次

元
計

測
技

術
の

開
発

を
支

援
し

、
こ

の
た

め
の

可
視

化
プ

ロ
ー

ブ
を

最
適

化
す

る
と

と
も

に
、

共
通

利
用

顕
微

鏡
シ

ス
テ

ム
の

整
備

・
改

良
を

目
指

す
。

さ
ら

に
、

脳
深

部
に

お
け

る
様

々
な

活
性

信
号

計
測

法
や

神
経

活
動

操
作

法
の

基
盤

技
術

の
開

発
支

援
も

行
う

。
 レ

ー
ザ

ー
技

術
・
計

測
技

術
な

ど
の

光
学

シ
ス

テ
ム

の
急

速
な

高
性

能
化

と
と

も
に

、
シ

グ
ナ

ル
伝

達
可

視
化

プ
ロ

ー
ブ

は
毎

月
の

よ
う

に
進

化
を

遂
げ

て
お

り
、

共
通

の
拠

点
を

設
け

る
こ

と
に

よ
り

常
に

u
p-

to
-
da

te
な

状
態

に
プ

ロ
ー

ブ
を

保
つ

こ
と

な
く
し

て
、

最
先

端
の

研
究

を
行

う
こ

と
は

も
は

や
困

難
に

な
り

つ
つ

あ
る

。
そ

こ
で

、
本

拠
点

に
お

い
て

常
に

最
新

最
良

の
プ

ロ
ー

ブ
を

取
り

そ
ろ

え
供

給
す

る
と

と
も

に
、

遺
伝

子
工

学
や

ケ
ミ

カ
ル

バ
イ

オ
ロ

ジ
ー

を
駆

使
し

た
新

た
な

試
薬

の
開

発
も

行
い

、
高

感
度

か
つ

低
毒

性
の

新
規

機
能

プ
ロ

ー
ブ

を
開

発
提

供
す

る
。

ま
た

、
ラ

ッ
ト

・
マ

ウ
ス

脳
へ

の
デ

リ
バ

リ
ー

に
最

適
化

し
た

ウ
イ

ル
ス

ベ
ク

タ
ー

等
を

検
定

・
確

立
し

、
脳

科
学

研
究

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

普
及

さ
せ

る
。

4
0
,0

0
0

3
6
0
,0

0
0

総
合

計

小
計

脳
機

能
プ

ロ
ー

ビ
ン

グ
研

究
支

援
活

動
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（参考資料６） 

 

科学研究費補助金において当面講ずべき施策の方向性について 

（研究費部会「審議のまとめ（その２）」）―抜粋― 

 

 

２ 研究分野の特性に応じた助成の在り方 

 

研究分野の特性に応じた助成の在り方については、自由討議を行うとともに、生物系、

人文・社会科学系及び理工系の研究活動を中心とする大学に対して意見聴取を実施した。

自由討議及び意見聴取における主な意見は、＜別添２＞のとおりである。 

  なお、ライフサイエンス作業部会においては、以下の通り生命科学系３分野（がん、

ゲノム、脳）への支援の在り方を検討する前提として、学術研究の振興にあたっての考

え方を整理した。 

 

 ○ 学術研究の振興は、学問分野の多様性を確保しつつ、独創的な研究活動を支援する

ことにより、研究活動の裾野の拡大を図り、重厚な知的蓄積を形成することを目指し

ている。自由な発想と主体的な取組を尊重し、研究者がそれらを発揮できる環境を整

えることが学術政策の基本である。 

科研費はこうした考え方に基づき、人文・社会科学から自然科学までのあらゆる学

問分野における研究者の自由な発想に基づく課題・領域の提案を専門分野の近い複数

の専門家による審査（ピア・レビュー）により採択し、独創的な研究を支援している。 

 

【支援の対象となってきた研究例】 

  ① 研究者の自由な発想に基づく個人研究 

・ 多様な分野の研究活動の裾野を広くし、かつ国際的にも優れた研究 

 

  ② 国際的、相対的（学問の発展段階等）視点に基づく領域研究（共同研究） 

   ・ 学術的水準が高く、研究の格段の発展が期待できる領域 

   ・ 学術の整合性ある発展の観点からみて重要であるが立ち遅れており、その進展

に特別の配慮を必要とする領域 

・ 学術研究における先導的又は基盤的意義を有する領域 

 

  ③ 社会的要請の高い領域研究（共同研究） 

   ・ 地球規模での取組が必要な領域 

         

※ 「特定領域研究」は特に②、③を支援 

 

 

   本部会においては、このような意見や考え方を踏まえ、研究分野の特性に応じた研

究支援の在り方について引き続き審議を行うこととしている。 
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（生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳）への支援の在り方） 

 

＜３分野に係る「特定領域研究」の現状＞ 

  ○ がん、ゲノム、脳の生命科学系３分野（以下「３分野」という。）に係る「特定領

域研究」については、３分野に係るいわゆる「ミレニアム・プロジェクト」を受け

た形で、平成１６年度から６か年の研究期間で、他の「特定領域研究」とは別に予

算枠を定め、重点的に支援されている。３分野の「特定領域研究」は、平成２１年

度（平成２２年３月末）で終了予定となっている。 

    なお、「特定領域研究」は、平成２０年度分から新規募集を停止し、新たに「新学

術領域研究（研究領域提案型）」が開始された。 

 

○ 「がん」は、国民にとって最も頻度の高い致命的な疾患の一つである上、生命現

象の基本単位としての細胞メカニズムの解明を目指す研究分野、「ゲノム」は、生命

科学の根幹を形成する分野、また、「脳」は、人間の理解の根源に迫る融合的な分野

であり、それぞれが今後も重要な研究分野である。 

一方で、予算枠を定めた助成によって、３分野への配分額は「特定領域研究」に

おける生物系への助成金額の半分以上を占めており、また、申請額・申請数に応じ

て配分額が決められている「基盤研究」等においても３分野に関連する課題に「特

定領域研究」への助成と同程度の助成が行われている。こうした現状を考えると、

枠を固定化して助成する方式は、学術研究の多様性の確保という点で問題があると

の意見もある。 

 

○ ３分野の「特定領域研究」の成果をみると、各領域において多数の優れた研究成

果を挙げるとともに、領域を形成し、総括班・支援班の活動を推進することによっ

て、共同研究の進展、若手研究者の育成など一定の成果を挙げた。 

 

【研究の成果以外で、これまでに３分野の「特定領域研究」が果たした役割】 

・ 共同研究体制の確立 

・ バイオリソースバンクやデータバンクの機能の確立 

・ 若手養成 

    ・ 国際共同体制 

    ・ 情報提供（社会との接点） 

 

○ 領域を形成したことにより共同研究が一層進んだといえるが、一方で、各領域に

対する評価として、以下のような意見がある。 

 

① 「がん」領域では、基礎研究に関しては成果が挙がっているものの、病気の

克服に対する戦略性や臨床研究へのつなぎが不十分である。また、揺籃期を過

ぎて個別の課題として発展する段階に入りつつあるのではないか。 

 

② 「ゲノム」領域では、ゲノムが生物学において根底をなす分野であり、生物

学のどの分野も対象となり得るため、基盤ゲノムは理解できるが、それ以外を

ゲノムという領域でくくる必要性がわかりにくい。また、個別具体的な生命研
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究との橋渡しやコンピューターを駆使できる人材の育成が今後の課題である。 

 

③ 「脳」領域では、領域間の連携実績はあるものの、研究成果をみると、個々

の研究による成果のように見受けられる。また、これまでの研究活動を異分野

連携と呼ぶには違和感がある。 

 

  ＜３分野の今後の支援策＞ 

３分野に対する「特定領域研究」による重点的な支援には大きな成果があったもの

の、上述の学術研究の振興にあたっての考え方や科研費の目的、「特定領域研究」を

発展的に「新学術領域研究」に改組した理由等に鑑みれば、今後は、従来のように、

領域型の研究種目において別枠で重点的に助成を行うのではなく、基本的には、他の

分野と同様の取扱いの中で、優れた研究課題や領域に対して助成を行っていくべきで

ある。 

したがって、３分野に関する「特定領域研究」終了後（平成２２年度応募分以降）

は、３分野に関する領域について、他の分野・領域と同様に、「新学術領域研究」の

趣旨・条件に沿った応募を受け付け、３分野の「特定領域研究」経費相当の予算は、

基本的に「新学術領域研究」へ移行することが適当と考える。 

一方で、３分野が長い間、重点的・戦略的に支援されてきた経緯も踏まえ、これま

での成果を活用しつつ、３分野の特性に鑑みた学術的発展を支援する視点も必要であ

り、このような観点に立ち、支援のための新たな仕組みを検討すべきである。 

 

① その際、これまでの「特定領域研究」による成果を踏まえつつ、これらでサポ

ートされてきた研究者が「基盤研究」等において適切に支援が受けられるように

する観点から、「系・分野・分科・細目表」（特に「総合・新領域系」の内容）の

見直しを行うべきである。 

 

② また、３分野の研究者コミュニティがこれまでのノウハウの蓄積を活かしつつ、

今後とも研究を発展させるために、従来の３分野に関する「特定領域研究」にお

ける総括班・支援班の果たしてきた役割を何らかの形で継承し、新たに３分野を

支援する仕組みを措置すべきである。 

 

③ 支援のための「仕組み」については、国際的に科学・技術競争が激化し急速に

研究が進展している状況において、我が国の関係分野の共同研究を総括的に推進

するとともに、単なる研究材料等の提供ではなく、研究能力の優れた研究者を配

置するなどして、世界的な研究の進展状況に見合ったバイオリソース・データバ

ンク機能等の研究支援を可能とするシステムとする必要があり、単数又は複数の

拠点を核としたネットワークを形成するなど充実した体制とすることが望ましい。

さらに、総括班・支援班的機能の一環として、大規模な疫学研究を含むことが考

えられる。なお、これらの機能の検討にあたっては、将来的には３分野以外のラ

イフサイエンス分野の学術研究への支援にも配慮すべきである。 

「仕組み」の期間については、「新学術領域研究」の期間を参考に、平成２２年

度当初から、５年間程度とし、評価を行った上で存続を検討することが必要であ

る。 

52



  「仕組み」のための経費については、３分野の現在の「特定領域研究」におけ

る予算を「新学術領域研究」に移行した上で、その一部を措置することが考えら

れる。措置額は、現行の３分野における総括・支援班及びこれに類する活動の予

算規模を参考に検討することが適当であり、３分野併せて年間３０億円以内を目

安とする。また、各分野への配分額は、それぞれの総括班・支援班的活動の規模

や研究支援の特性等を考慮して決定すべきである。 

 

④ 「仕組み」の制度設計及び「系・分野・分科・細目表」の見直しについては、

例えば科学研究費補助金審査部会において３分野の研究者コミュニティの意見も

聞き、立案すべきである。 

 

⑤ 併せて、３分野の「系・分野・分科・細目表」の見直しに伴う大型の研究ニー

ズに対応するため、「基盤研究（Ｓ）」等の予算を一層充実することが必要であり、

３分野の「特定領域研究」経費の一部を移行することも検討すべきである。 

また、「基盤研究（Ｓ）」と「新学術領域研究」との間の重複応募・受給の在り

方について改めて検討を行う必要がある。 

 

＜３分野以外に重点的に支援を行うべき分野について＞ 

３分野以外に、今後、学術研究として重点的・戦略的に支援を行うべき分野がある

かどうかについては、必要に応じて、学術の動向を精査し、ライフサイエンスにおけ

る研究の発展段階だけでなく、人文学、社会科学、理工学も含む多面的な方向から検

討を行うことが必要である。 
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